
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２３年版 

小諸市環境白書  

（小諸市環境基本計画年次報告書） 

小 諸 市 



           環境白書の発刊にあたって 

 

 自然の姿をそのまま残す雄大な浅間山。その浅
 

間山麓を水源とする清流が、豊富で清浄な水をた

たえる千曲川に注ぐ多くの支流のもと、小諸は先

人たちが守り育て、受け継いできたかけがえのな

い豊かな自然の中で、歴史や文化を育んできまし

た。 

 先人たちが築いてきたすばらしい環境とその豊

かな環境がもたらす恵みは、私たちのかけがえの

ない財産であります。この財産を守り良好な形で

次の世代へ引き継ぐことが私たちに与えられた責

務であります。 

しかし、今日の日常生活や社会経済活動は、日々の暮らしの中に利便性や豊

かさをもたらした一方で、地球温暖化、生態系の劣化など環境負荷の要因にな

っていることを認識し、常に環境への負荷の少ない行動を選択するよう積極的

な行動が必要です。 

 小諸市では、平成１４年３月に「小諸市環境基本計画」を策定しましたが、

計画期間が過ぎる今年度には新たな社会情勢や環境課題へ対応できるよう、こ

れまでの実績や市民の皆様からの、ご意見、提案等を踏まえ、来年３月に第２

次小諸市環境基本計画を策定し、平成３３年までの環境に関する施策の方向性

を示してまいります。ご理解とご協力をお願い致します。 
 本書は、小諸市環境条例に基づき、小諸市における環境の状況や環境基本計

画の進捗状況などについてまとめたものであります。本書が、市民の皆様に広

く活用され、環境問題への理解をさらに深めていただくと共に、環境保全の取

り組みを行っていただくための一助となることを願っています。 
 
  平成２３年１２月 
 

小諸市長   芹 澤  勤 
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第１章         

 
市勢の概況 



１ 自然的条件 

（１） 位置・地勢 

 小諸市は、長野県の東部に位置し、雄大な浅間山の南斜面に広がり、市の中央部を千曲川

が流れ、その範囲は東西１２．８ｋｍ、南北１５．４ｋｍ、東京からは直線にして約１５０

ｋｍ、長野市からは約４０ｋｍ、高崎市からは６０ｋｍの距離にあり、上信越自動車道等高

速交通網の整備により、首都圏及び長野市方面への近接性が増しています。 
 市域は、東は御代田町に、西は東御市に、南は佐久市に、北は群馬県嬬恋村の２市１町１

村と接しています。 
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市街地の多くは、市南部の標高 1,000ｍ以下の地域

に位置し、浅間連峰南斜面である市北部は主に山林と

なっています。 
古くから人馬の往来が盛んな北国街道交通の要所

の城下町として、近代には産業のまちとして栄え、島

崎藤村をはじめとする多くの文化人のゆかりの地と

しても知られています。 
 
表１－１ 市庁舎の位置 

                        

図１－１ 小諸市の位置 

市の面積 ９８．６６ｋ㎡ 
標  高 ６７９．９９５ｍ 
東  経 １３８°２５′４５″ 
北  緯 ３６°１９′２６″ 

 
 
 
 

 

（２） 気 象 

 小諸市の気候は、標高が６００ｍ以上という高原地域であるとともに、佐久平の盆地地形

であることから、山岳的気候と内陸的気候をあわせもった気候となっています。 
 平成２２年度の平均気温は１１．１℃で、８月の平均気温は２３．６℃、１月の平均気温

は－１．０℃で、最高気温は３７．８℃（８月）、最低気温は－１２．２℃（１月）と寒暖

差があります。 
平成２２年の年間降水量は１，０４１．５ｍｍと比較的少なく（平成元年から平成２２年

までの年間平均降水量は９２６．０ｍｍ）、晴天率が高く１年間の快晴もしくは晴れの日の

割合は６割程度と高く、環境汚染のないクリーンな太陽エネルギー利用できる適地となって

います。 
平成２２年度における気温の経月変化を表１－２に、降雨量の経月変化を表１－３に示し

ます。 



表１－２ 気温の経月変化 
  １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 8月 ９月 10 月 11 月 12 月

最高気温 15.2 19.9 23.0  25.0  30.4 31.1 34.9 37.8 35.2 25.7 21.6 18.1

最低気温 -12.2  -10.8 -6.2 -4.5 1.3 6.8 10.3 15.2 5.5 1.5 -3.3 -5.9

平   均 -1.0  0.5 3.0  7.1 14.1 19.7 20.6 23.6 21.2  14.3 6.9 3.4 

 
 

図１－２ 気温の経月変化 
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表１－３ 降水量の経月変化 
  １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 8月 ９月 10 月

降水量 1.0  55.5  80.5  68.0  77.0 196.0 216.5 63.0 131.0 81.5

図１－３ 降水量の経月変化  
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資料：小諸消防署
11 月 12 月 合計 

35.5  36.0  1041.5 

 
 
資料：小諸消防署



２ 社会的条件 

（１） 人 口 

  小諸市の人口・世帯数は、住民基本台帳によると、２０１１年１０月１日現在で４４，

２９２人（前年比１８５人 減）１７，８５０世帯（前年比１４４世帯 増）であり、１

世帯当たりの人員は２．４８人（前年比０．０３ 減）となっています。 
人口の推移を見ると、１９７０年代後半から１９８０年代前半にかけて急激に人口が増加

し、１９９９年をピークに減少に転じています。 
 年齢別の人口構成をみると、２０代以下の人口の割合が減少し、６０代以上の人口の割

合が高くなっていることから、少子高齢化が進んでいると考えられます。 
  

（２） 土地利用 

 ２０１１年１月１日現在の地目別土地面積をみると、宅地１０．６％、山林３０．４％、

田１３．０％、畑２３．１％となっており、山林と耕作地が大きな割合を占めています。

宅地が徐々に増加し、田畑が減少する傾向にあります。宅地は主に千曲川右岸の標高６０

０～８００ｍの地域に集中しており、北部の浅間連峰南斜面及び千曲川左岸の川辺地区に

山林が分布しています。 
  国土利用計画小諸市計画では、森林や農業地域の環境保全や環境レクリエーション拠点

の充実を推進する「浅麓ゾーン」、中心市街地の活性化や居住環境の整備、工業拠点の整

備などを推進する「市街地・田園ゾーン」「御牧ヶ原ゾーン」の３つのゾーンを設定して

います。 
   
 

 

 

 

図１－４ 土地の地目別面積（平成２２年１月１日現在）
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資料：税務
 



（３） 産 業 

  産業分類別人口をみると、１９６０年代には、就業人口が最も多かったのは第１次産業

でしたが、年々減少し、代わって第２次・第３次産業人口が増加しています。 
  農業については、市では水稲のほか、主にレタス、白菜、キャベツ、ブロッコリー、り

んごなどの生産が盛んに行われています。農家の高齢化や輸入作物の増加などにより、農

地面積・農業人口ともに減少傾向にあり、市民からは農地を保全すべきではないかという

意見があげられています。また、新規住民が増えたことなどにより、住宅と農地が近いと

ころでは、農薬散布や畜産の臭いなどでトラブルが起きるのではないかと懸念する声もあ

ります。 
  工業について、市内には、和田工業団地やインター小諸工業団地、美里工業団地などの

工業拠点があります。市の総合計画では、インター工業団地の整備や和田工業団地の拡充

など、市の工業拠点の整備を計画しています。市内の工業の事業所数及び従業員数は、１

９８０年代に比べてやや減少傾向にあり、製造品出荷額は増加傾向を示してきたものの、

近年では減少に転じています。業種別にみると、電子機械器具、一般機械器具、輸送用機

械器具、情報機械器具が大きな割合を占め、次いでプラスチック製品、食料品の割合が高

くなっています。 
  商業については、市内の商店数はやや減少傾向にあり、商品販売額についても減少傾向

にあります。 
 
 
 

  

 

 

図１－５ 産業別就業人口の推移
 
資料：企画課 
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第２章         

 
環境の状況 

 



１ 大 気 
 

大気汚染の原因となる主な物質は、浮遊粒子状物質や二酸化窒素（窒素化合物）、亜硫

酸ガス（硫黄酸化物）、揮発性有機化合物、ダイオキシンなど多岐にわたります。 

  発生源は、工場・事業所などからの排煙、廃棄物の焼却排ガスや、自動車などの排出ガ

ス及び一般家庭での暖房など市民生活に関連する燃焼ガスなどによって引き起こされて

います。 

  小諸市における大気汚染の状況は、人口４万４千人程の都市であることから、大都市や

工業都市と比較すると低い水準にあります。しかし、寒冷地であることから暖房や自動車

のアイドリングに起因するものや、ごみの焼却などの身近な大気汚染の発生が特徴です。 

 

（１）小諸市の大気環境の現状 

小諸市においては、大気汚染の状況を把握するため、県により一般大気環境測定局（旧

小諸保健所）が設置され、浮遊粒子状物質、二酸化窒素、二酸化硫黄、光化学オキシダン

トの常時監視が行なわれています。また、市においても二酸化窒素広域調査を年１回行な

っています。 

 

① 浮遊粒子状物質 

 浮遊粒子状物質とは、大気中に浮遊している粉じんなどのうち、粒径が10μｍ（1μｍ

は1ｍの100万分の1）以下の粒子状の物質のことであり、工場や自動車から発生するほか、

風による土砂の巻き上げなどでも発生します。微小なため大気中に長期間滞留し、肺や気

管などに沈着して、呼吸器に影響を及ぼします。 
 測定結果は、図２－１に示すとおりで、環境基準を達成しています。 
 

図２－１ 浮遊粒子状物質常時測定結果月平均値 

 
 

県  

 

② 二酸化窒素 
窒素酸化物は、石油・石炭などの化石燃料の燃焼に伴い発生し、その大部

素であるが、これが大気環境中で紫外線などにより酸素やオゾンなどと

 5
資料：長野
分は一酸化窒

反応し二酸化

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B5%AE%E9%81%8A%E7%B2%92%E5%AD%90%E7%8A%B6%E7%89%A9%E8%B3%AA
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%8C%E9%85%B8%E5%8C%96%E7%AA%92%E7%B4%A0
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%8C%E9%85%B8%E5%8C%96%E7%A1%AB%E9%BB%84
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%8C%E9%85%B8%E5%8C%96%E7%A1%AB%E9%BB%84
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%8F%AE%E7%99%BA%E6%80%A7%E6%9C%89%E6%A9%9F%E5%8C%96%E5%90%88%E7%89%A9
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%80%E3%82%A4%E3%82%AA%E3%82%AD%E3%82%B7%E3%83%B3


窒素に酸化します。そこで、健康影響を考慮した大気環境基準は二酸化窒素について

定められていますが、排出基準は窒素酸化物として基準値が決められています。測定

結果は、図２－２に示すとおりで、環境基準を達成しています。 

  また、市で行なった平成２１年度の二酸化窒素広域調査の測定結果についても、表２-

２に示すとおり全ての測定点で環境基準を達成しています。 

 二酸化窒素濃度は各地点によって差はあるものの、全体としては過去のデータとほぼ同

様の結果を示しており、「国道１８号線」を除けば長野県平均値より低い値となっていま

す。「国道１８号線」において、他の地点より値が高めになるのは、大型車両を含む交通

量が多いことが原因と考えられます。  

 

 
値 

 

 
 

  
 

 

 

 

 

③ 二酸化硫黄 

  二酸化硫黄は、化学式ＳＯ２の無機化合物であり、無色刺激臭のある気

酸ガスと呼ばれています。大量に排出される硫黄酸化物の一種であり、環

なっています。 

  火山活動や工業活動により産出され、石炭や石油は多量の硫黄化合物を

の硫黄化合物が燃焼することで発生します。 

  また、二酸化硫黄は二酸化窒素などの存在下で酸化され硫酸となり、酸

っています。 

 測定結果は、表２－３に示すとおりで、環境基準を達成しています。 
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資料：長野県
図２－２ 二酸化窒素常時測定結果月平均
体で、別名亜硫

境破壊の一因と

含んでおり、こ

性雨の原因とな



 
図２－３ 二酸化硫黄常時測定結果月平均値 

  

 

県  

 

④ 光化学オキシダント 

  光化学オキシダントは、工場や自動車などから排出され大気汚染物質

外線を受けることで生成するオゾンなどの刺激性のある物質で、目の痛

などを引き起こします。日差しが強い、気温が高い、風が弱いなどの条件

のオキシダントが発生しやすく注意が必要です。 

長野県は、近年関東地方・中京地方からの越境汚染による広範囲な影

けでなく広い範囲で濃度上昇の傾向から平成１９年８月に長野県光化学

急時対策要綱を全面改正し、県下全域を１０地区に分けて発令すること

小諸市においても平成１８年頃から首都圏で発生した光化学オキシダ

り、比較的高い濃度が観測されていて、平成２０年５月２３日には長野県

地域対象に光化学オキシダント注意報が発令されました。 

  測定結果は図２－４に示すとおりです。 

 

図２－４ 光化学オキシダント常時測定結果月平均値 
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が、太陽の強い紫

みや、のどの痛み

が揃うと高濃度

響から、都市部だ

オキシダント緊

としています。 

ントの移流によ

ではじめて佐久
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資料：長野



 

（２）大気環境保全対策 

 ① 大気常時監視 

  大気汚染が著しくなった場合に必要な措置をとるために、旧小諸保健所に大気測定局を

設置し、テレメーターと県庁をオンラインで結び、環境基準の適合状況を迅速に把握でき

るようになっています。 

  大気常時監視測定結果年平均値は、表２－１のとおりです。 

 

 ② 工場・事業場対策 

  長野県として、工場・事業場から排出される、ばい煙や粉じんなどによる大気汚染を防

止するため、大気汚染防止法及び公害の防止に関する県条例に基づき、ばい煙発生施設、

粉じん発生施設及び揮発性有機化合物排出施設について届出を義務付けて規制していま

す。 

  小諸市としても、排出事業所と関係地区・機関との間で公害防止協定などの締結を斡旋

し、公害の発生を未然に防ぐよう指導しています。 

 

表２－１ 大気常時監視測定結果年平均（小諸局） 

項目 
浮遊粒子状物質 二酸化窒素 二酸化硫黄 光化学オキシダント

年度 (ｍｇ/㎥) （ｐｐｍ） （ｐｐｍ） （ｐｐｍ） 

17 0.021 0.013 - 0.034 

18 0.013 0.014 - 0.035 

19 0.013 0.014   0.003 * 0.035 

20 0.017 0.011 0.004 0.038 

21    0.016     0.010     0.004 0.037 

22      0.014      0.009      0.004 0.038 

*３ヶ月間（１月～３月）の平均値    

 

 

表２－２二酸化窒素経年変化 

   （測定年月日 平成２２年１０月２６日（火）～２
ＮＯ２濃度（pp地点Ｎ

ｏ． 
地区区分 地点名 

(H18) (H19) (H20) 

1 国道１８号 芝生田多古神社 0.028 0.031 0.015 

3 国道１８号 浅間技研入口 0.025 0.027 0.009 

5 国道１８号 西原区入口 0.022 0.028 0.012 

6 国道１８号 R141.R18 合流地点 0.028 0.031 0.013 

7 国道１８号 諸交差点 0.031 0.031 0.026 

9 国道１８号 平林信号 0.027 0.031 0.017 

10 国道１８号 坂の上中央 0.028 0.030 0.017 

13 国道１８号 ルートイン小諸前 0.026 0.030 0.016 

16 国道１８号 加増交差点 0.021 0.032 0.020 

17 国道１８号 サエーラあさま付近 0.023 0.032 0.018 

県 
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７日（水）） 
m） 

(H21) (H22)

0.021 0.012

0.023 0.013

0.019 0.013

0.025 0.012

0.028 0.009

0.027 0.011

0.021 0.009

0.025 0.006

0.024 0.015

0.028 0.011



19 国道１８号 四ッ谷東 0.026 0.031 0.021 0.021 0.013

21 国道１８号 平原グリーンロード入口 0.025 0.031 0.023 0.024 0.012

23 国道１８号 平原工業団地入口 0.022 0.024 0.015 0.019 0.008

26 国道１８号 クボタ車両脇カーブ標識 0.017 0.027 0.016 0.021 0.018

28 国道１４１号 ＹＳＰ池野 0.020 0.024 0.014 0.019 0.007

30 国道１４１号 矢野ディーゼル前 0.019 0.023 0.016 0.019 0.005

32 国道１４１号 相生町 0.020 0.027 0.014 0.021 0.008

34 国道１４１号 赤坂交差点 0.020 0.027 0.014 0.019 0.007

36 国道１４１号 南町交差点 0.018 0.027 0.015 0.019 0.006

38 国道１４１号 小諸厚生病院前 0.020 0.026 0.014 0.018 0.005

41 国道１４１号 御幸町交差点出光前 0.019 0.023 0.016 0.017 0.004

44 国道１４１号 御幸町ツルヤ小諸東店前 0.021 0.026 0.016 0.021 0.006

45 国道１４１号 県道小諸中込線合流点 0.017 0.027 0.014 0.018 0.004

47 国道１４１号 四ッ谷デイリーストア前 0.020 0.032 0.020 0.022 0.009

50 国道１４１号 三岡駅前 0.017 0.024 0.014 0.018 0.007

52 国道１４１号 谷地原交差点 0.023 0.027 0.017 0.023 0.007

54 国道１４１号 和田交差点 0.019 0.015 0.012 0.023 0.008

55 その他 乙女湖公園入口 0.015 0.020 0.009 0.013 0.004

57 その他 小原交差点 0.016 0.019 0.007 0.015 0.003

58 その他 東小諸県営住宅 0.019 0.021 0.011 0.016 0.004

61 その他 古城交差点 0.019 0.027 0.009 0.014 0.004

63 その他 市町交差点 0.019 0.024 0.013 0.016 0.005

64 その他 小諸しんまちバス停 0.016 0.020 0.009 0.014 0.004

66 市街地 荒堀交差点 0.018 0.022 0.016 0.019 0.006

69 市街地 紺屋町入口 0.015 0.026 0.011 0.019 0.006

71 市街地 市役所ロータリー池 0.016 0.020 0.015 0.016 0.004

73 市街地 小諸駅前ロータリー 0.016 0.024 0.008 0.016 0.004

74 市街地 本町長野銀行前 0.022 0.024 0.012 0.019 0.006

76 市街地 相生町アパ・マン前 0.019 0.024 0.014 0.018 0.005

77 市街地 労働基準監督署傍 0.019 0.023 0.012 0.017 0.005

      
県  
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２ 水 質 
 

水質汚濁とは、工場・事業場から排出される産業系排水や家庭などの日常生活から排出

される生活系排水に含まれる汚濁物質によって川・湖沼・海などの公共用水域が汚れるこ

とをいいます。 

従来、水質汚濁の原因は工場や事業場などの産業系排水による汚濁が大部分を占めてい

ましたが、水質汚濁防止法による厳しい排水規制がとられ、また、生活排水についても公

共下水道の整備や合併処理浄化槽の普及により水質が改善されてきました。 

環境基本法では、水質の環境基準として、人の健康の保護に関する基準（健康項目）と

生活環境の保全に関する基準（生活環境項目）の２つがあります。 

健康項目は、全国一律の基準ですべての河川、海域などに係るもので、重金属類、揮発

性有機化合物、農薬類など２６項目が設定されています。 

生活環境項目は、水道、水産、工業用水などの利用目的により、河川はＡＡからＥまで

６類型、海域はＡからＣまでの３類型の基準があります。 

水質汚濁防止のため、水質汚濁防止法・小諸市環境条例により、特定事業場に対し、排

水中の物質毎の許容限度が定められています。生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）など生活

環境項目は１５項目について、カドミウムなどの有害物質は２６項目について排水基準が

定められています。 

 

（１）特定施設の届出 

水質汚濁防止法、小諸市環境条例では、工場及び事業場における事業活動によって発生

した排出水及び地下に浸透する水を規制することなどによって、公共用水域の水質及び地

下水汚濁の防止を図ることなどを目的として、特定施設に対し、施設の設置や変更に際し

て事前の届出を義務付けています。 

 

表２－３ 水質汚濁関係特定施設届出件数（小諸市環境条例６８条関係） 

 Ｈ２２．届出事業所 累  計 

水  質 ０ ２７０ 

 

 

 

 

（２）市内を流れる主な河川 

   小諸市を流れる河川は、千曲川のほか一級河川が６河川、準用河川が９河川あり、さら

にこれらの支流が市内を縦横に走り抜けています。 

 

◇河川の状況 

市内における生活環境項目の環境基準の類型が指定されている河川は千曲川のみです。

千曲川における生活環項目のうち、有機物による汚濁の代表的な水質指標であるＢＯＤの

測定値は、基準値を達成しています。 

類型指定がなされていない河川についても、以前は生活排水等により汚濁が進んだ河川

でしたが、合併処理浄化槽、農業集落排水、公共下水道などの排水処理施設の整備により、

河川の汚濁は年々改善されている状況ですが、小諸市では定点観測による水質の把握に努

めています。 
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表２－４ 市内を流れる主な河川 

 

 

 一 

 級 

 河 

 川 

   湧 玉 川            （御影－市－耳取－千曲川） 

   皿 掛 川            （御影－耳取－千曲川） 

                         １級部分…池の前から下流、上流普通河川 

   繰 矢 川            （平原－東山－千曲川） 

   乙 女 川            （柏木－四ツ谷－繰矢川） 

   蛇 堀 川            （不動滝上－加増－千曲川） 

   中 沢 川            （天池－田町－新町－千曲川） 

                         １級部分…六供バイパスから下流、上流準用河川 

 

 

 

 準 

 

 用 

 

 河 

 

 川 

   北 川            （乗瀬－平原－繰矢川） 

   沢 田 川            （乗瀬－北川） 

   吉 田 川            （藤塚－原村－北川－繰矢川） 

   柏 木 川            （柏木－乙女川） 

   松 井 川            （天池－松井－六供－千曲川） 

                         六供バイパスから下流、都市下水路 

   栃 木 川            （菱野－栃木－新町－千曲川） 

   花 川            （滝原－諸－両神－千曲川） 

                         滝原より上流、普通河川 

   笹 沢 川            （御牧ケ原－東御市<北御牧>－千曲川） 

   西 光 寺 川            （滝原－西原－千曲川） 

                  河    川    名  （主に通っている所） 

 
 

 そ 

 の 

 他 

   平 沢 川            （芝生田－東御市－千曲川） 

   深 沢 川            （高峰－水石－芝生田－千曲川） 

                      砂防河川 

   大 石 沢 川            （東御市－糠地－井子－東御市） 

            

 笹  大  平  深  西  花  栃  中  松  蛇  柏  吉  沢  北  繰  皿  湧 

             沢  石  沢  沢  光      木  沢  井  堀  木  田  田      矢   掛  玉 

             川  沢  川  川  寺  川  川  川  川  川  川  川  川  川  川   川  川 

                 川          川                       

     

    

  

         

         乙女川 

  

 

（
東
御
市
経
由
） 市 

 
曲 川           
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（３）市内河川の定点観測 

 

   ① 河川定期水質検査  ‥‥‥‥‥ １３ページ 

２ケ月に１回市内主要河川で定点調査を実施しています。 

 

   ② 河川底質有害物質検査  ‥‥‥‥‥  １５ページ 

年１回、市内主要河川で実施しています。 

 

   ③ 河川水有害物質検査  ‥‥‥‥‥  １６ページ 

年１回、市内主要河川で実施しています。 

 

   ④ 地下水一斉検査  ‥‥‥‥‥  １７ページ 

地下水の汚染状況を把握するため、市内にある井戸及び湧水の水質検査を昭和５０年

度より実施しています。 

水質検査項目は、水道法に基づく一部項目（１３項目）について実施しています。 

 

   ⑤ 有機塩素系溶剤による地下水発ガン物質検査  ‥‥‥‥‥  １８ページ 

       発ガン性物質といわれている有機塩素系溶剤３物質について調査しています。 

 
 

査 

 

地下水検
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表２－５　平成22年度主要河川月別BOD値

（単位：ｍｇ／ｌ）
深沢川 千曲川布下 花　川 栃木川 中沢川 松井川 蛇堀川 笹沢川 千曲川宮沢 湧玉川 皿掛川 繰矢川

4月 0.7 0.6 0.5 0.5 0.5 0.5 0.8 0.6 1.5 0.7 1.2 0.8
6月 0.5 1.3 1.2 0.9 0.8 1.6 1.6 1.3 1.2 2.3 1.7 1.3
8月 0.7 0.9 1.3 1.0 1.0 1.6 1.3 1.1 1.3 1.0 0.9 1.3
10月 0.7 0.8 0.8 0.9 0.6 1.0 0.8 1.2 1.0 0.9 1.0 0.7
12月 1.4 1.6 0.5 0.8 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.7 0.8 0.5
2月 0.5 0.6 2.0 0.5 0.5 0.5 0.6 0.6 0.6 0.7 1.3 0.9

平均値 0.75 0.97 1.05 0.77 0.65 0.95 0.93 0.88 1.02 1.05 1.15 0.92
0.5>は0.5として計算

図２－５　平成22年度河川別BOD年間平均値

※ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）：水中に溶けている物質（主として有機物）が、生物によって分解される際に消費される酸素量を示して
　　　　　　　　　　　　　　　  　おり、河川の有機汚濁を測る代表的な指標。

資料：生活環境課
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表２－６　主要河川BOD推移

中沢川 松井川 湧玉川 栃木川 深沢川
平成16年 0.75 2.35 1.85 0.72 1.00

平成17年 1.65 5.18 2.63 1.77 2.10

平成18年 1.15 3.68 1.90 1.32 1.63

平成19年 1.32 1.88 2.13 1.43 1.97

平成20年 0.98 1.22 1.50 0.87 1.73 ※ＢＯＤは年平均値

平成21年 1.07 1.65 1.78 1.33 1.15 単位：mg/ℓ 　

平成22年 0.65 0.95 1.05 0.77 0.75

　　　　　図2－6　市内主要河川BOD経年変化

資料：生活環境課
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表２－７　河川底質有害物質検査（平成22年度）
採水月日 平成22年11月25日

天　　気 晴

河　川　名
採取時刻

シ ア ン 化 合 物 六価クロム化合物 水銀及びその化合物 アルキル水銀化合物
カ ド ミ ウ ム 及 び
そ の 化 合 物

鉛及びその化合物 砒素及びその化合物

採　水　場　所 mg/kg・dry mg/kg・dry mg/kg・dry mg/kg・dry mg/kg・dry mg/kg・dry mg/kg・dry

1
M&Sﾌｧｲﾝﾃｯｸ　

13:24 不検出 <0.5 <0.01 不検出 <0.1 3.6 2.8
排水口下

2
大石沢川

13:50 不検出 <0.5 0.03 不検出 <0.1 12.0 1.5
㈱和田下

3
深沢川

14:04 不検出 <0.5 0.03 不検出 <0.1 2.4 1.6
浅間技研放流口下

4
千曲川

14:13 不検出 <0.5 <0.01 不検出 <0.1 1.1 1.1
布引下

5
花川　下流

14:31 不検出 <0.5 0.01 不検出 0.1 1.8 1.0
大久保

6
栃木川　下流

14:50 不検出 <0.5 <0.01 不検出 <0.1 3.0 0.5
大久保

7
中沢川　下流

15:02 不検出 <0.5 0.01 不検出 <0.1 3.2 0.5
新町

8
松井川　下流

15:18 不検出 <0.5 0.01 不検出 <0.1 1.8 0.2
城下

9
蛇掘川　下流

15:32 不検出 <0.5 0.01 不検出 <0.1 5.2 0.7
衛生センター下

10
千曲川　上流

15:50 不検出 <0.5 <0.01 不検出 <0.1 4.1 0.6
宮沢

11
湧玉川　下流

16:05 不検出 <0.5 <0.01 不検出 <0.1 2.6 0.9
耳取

12
皿掛川　下流

16:16 不検出 <0.5 <0.01 不検出 <0.1 1.3 0.5
工業団地排水口下

13
北川

16:42 不検出 <0.5 0.01 不検出 <0.1 6.2 0.4
日立排水口下

14
繰矢川　下流

16:32 不検出 <0.5 0.01 不検出 <0.1 1.9 0.5
小原

資料：生活環境課
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採水月日
天　　気 晴

河　川　名 全 シ ア ン 六価クロム 総 水 銀 アルキル水銀 カドミウム 鉛 砒 素 有 機 リ ン 水素イオン濃度

採　水　場　所 mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L （pＨ）

M&Sﾌｧｲﾝﾃｯｸ　

排水口下

大石沢川

㈱和田下

深沢川

浅間技研放流口下

千曲川

布引下

花川　下流

大久保

栃木川　下流

大久保

中沢川　下流

新町

松井川　下流

中棚

蛇堀川　下流

衛生センター下

千曲川　上流

宮沢

湧玉川　下流

耳取

皿掛川　下流

工場団地排水口下

北川

日立排水口下

繰矢川　下流

小原

不検出 <0.0005

<0.00005 不検出

表２－８　河川水有害物質検査（平成22年度）
平成22年11月25日

採 取 時 刻

1 13:21 不検出 <0.005 <0.00005 <0.001 <0.001 <0.1 6.9

7.6

3 14:02 不検出 <0.005 <0.00005

2 13:46 不検出 <0.005 <0.0005 <0.001 <0.001 <0.1

<0.001 <0.001 <0.1 7.6

<0.00005 不検出

不検出 <0.0005

8.2

5 14:29 不検出 <0.005 <0.00005

4 14:10 不検出 <0.005 <0.0005 <0.001 <0.001 <0.1

<0.001 <0.001 <0.1 8.2

<0.00005 不検出

不検出 <0.0005

8.0

7 14:59 不検出 <0.005 <0.00005

6 14:46 不検出 <0.005 <0.0005 <0.001 <0.001 <0.1

<0.001 <0.001 <0.1 8.1

<0.00005 不検出

不検出 <0.0005

8.3

9 15:26 不検出 <0.005 <0.00005

8 15:15 不検出 <0.005 <0.0005 <0.001 <0.001 <0.1

<0.001 <0.001 <0.1 8.0

<0.00005 不検出

不検出 <0.0005

8.3

11 16:04 不検出 <0.005 <0.00005

10 15:47 不検出 <0.005 <0.0005 <0.001 <0.001 <0.1

<0.001 <0.001 <0.1 8.2

<0.00005 不検出

不検出 <0.0005

7.8

13 16:39 不検出 <0.005 <0.00005

12 16:13 不検出 <0.005 <0.0005 <0.001 <0.001 <0.1

<0.001 <0.001 <0.1 8.2

<0.00005 不検出

不検出 <0.0005

8.1

環境基準
検出され
ないこと

0.05mg/l
以下

0.00005㎎/l
以下

検出され
ないこと

14 16:27 不検出 <0.005 <0.0005 <0.001 <0.001 <0.1

資料：生活環境課

0.01㎎/l
以下

0.01㎎/l
以下

0.01㎎/l
以下

検出され
ないこと

6.8～8.5
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表２－９　地下水一斉検査（平成22年度）

1 小原 9/7 9:00 13.0℃ 異常なし 検査不可能 0.7 0.5未満 80 7.2 1.2 20 1.2 66 不検出
2 森山Ａ 9/7 15:00 13.0℃ 異常なし 検査不可能 1.8 0.7 170 7.1 1.2 39 1.2 630 不検出
3 森山Ｂ 9/7 9:20 14.0℃ 異常なし 検査不可能 1.0 0.5未満 210 7.1 21 30 1.8 31 不検出
4 市Ａ 9/7 9:35 14.0℃ 異常なし 検査不可能 1.7 0.5未満 190 6.8 19 24 2.1 2600 不検出
5 市Ｂ 9/7 9:45 16.0℃ 異常なし 検査不可能 6.8 0.9 200 6.6 1.3 46 3.4 470 不検出
6 市Ｃ 9/7 9:55 15.0℃ 異常なし 異常なし 2.4 0.5未満 150 7.1 6.1 23 2.4 50 不検出
7 耳取Ａ 9/7 10:05 16.0℃ 異常なし 検査不可能 1.4 0.5未満 230 6.7 33 47 1.7 14 不検出
8 耳取Ｂ 9/7 10:10 12.0℃ 異常なし 検査不可能 5.6 2.4 150 6.8 4.1 42 1.8 26 不検出
9 耳取Ｃ 9/7 10:20 16.0℃ 異常なし 検査不可能 7.7 0.8 22 6.9 5.0 6.0 4.5 2300 検出
10 大井戸水道 9/7 10:45 16.0℃ 異常なし 異常なし 0.9 0.5未満 150 7.1 5.6 14 0.4 6 不検出
11 カクラ水道 9/7 10:55 19.0℃ 異常なし 異常なし 0.5未満 0.5未満 150 7.2 6.8 31 0.8 0 不検出
12 久保Ｃ 9/7 11:00 12.0℃ 異常なし 検査不可能 1.4 0.5未満 170 6.7 16 40 0.6 19 不検出
13 上の平 9/7 11:25 12.0℃ 異常なし 検査不可能 2.9 0.5未満 140 7.1 14 41 2.9 28000 不検出
14 中棚甲 9/7 14:20 16.0℃ 異常なし 検査不可能 2.6 0.5未満 320 6.6 10.3 55 2.8 800 不検出
15 氷 9/7 14:40 16.0℃ 異常なし 検査不可能 5.8 0.7 76 6.8 7.8 13 4.2 1200 検出
16 大久保 9/7 14:30 14.0℃ 異常なし 検査不可能 1.8 0.5未満 110 6.9 11 48 1.7 2600 不検出
17 大手 9/7 13:20 15.0℃ 異常なし 検査不可能 2.1 0.5未満 180 7.1 14 18 1.7 120 不検出
18 六供　 9/7 13:30 18.0℃ 異常なし 異常なし 2.1 0.5未満 140 7.2 2.5 31 1.9 56 不検出
19 与良Ａ 9/7 13:50 21.0℃ 異常なし 異常なし 0.9 0.5未満 160 7.3 6.4 13 1.0 27 不検出
20 与良Ｂ 9/7 14:05 13.0℃ 異常なし 検査不可能 5.0 1.3 150 6.9 1.8 9.1 1.0 530 不検出
21 加増Ａ 9/8 9:00 13.0℃ 異常なし 検査不可能 15 3.7 150 7.1 1.0 26 1.6 17 不検出
22 加増Ｂ 9/8 9:10 13.0℃ 異常なし 異常なし 0.9 0.5未満 100 7.1 4.9 17 0.9 35 不検出
23 相生町 9/8 9:25 20.0℃ 異常なし 検査不可能 7.7 2.3 200 7.0 4.3 30 1.9 260 不検出
24 赤坂区井戸 9/8 11:45 17.0℃ 異常なし 異常なし 0.7 0.5未満 150 6.8 1.7 14 0.9 33 不検出
25 古城Ａ 9/8 9:35 13.5℃ 異常なし 異常なし 1.5 0.5未満 150 6.7 2.6 22 1.7 3 不検出
26 押出　 9/8 9:45 14.0℃ 異常なし 異常なし 0.5未満 0.5未満 110 7.0 3.7 13 0.6 27 不検出
27 チェリーパークライン湧水 9/8 10:15 9.0℃ 異常なし 異常なし 0.5未満 0.5未満 96 6.6 0.2 1.8 1.1 3 不検出
28 芝生田 9/8 10:40 12.0℃ 異常なし 検査不可能 0.9 0.5未満 100 6.4 5.6 24 0.8 4800 不検出
29 滝原　 9/8 10:50 14.0℃ 異常なし 検査不可能 29 5.1 67 6.6 5.4 13 2.8 1400 不検出
30 菱野Ａ 9/8 11:05 22.0℃ 異常なし 検査不可能 0.9 0.5未満 140 6.9 0.4 12 0.9 190 不検出
31 菱野大清水 9/8 11:25 9.0℃ 異常なし 異常なし 0.5未満 0.5未満 120 6.6 0.4 2.4 0.1未満 63 不検出
32 菱野湧水 9/8 11:15 10.5℃ 異常なし 検査不可能 0.5未満 0.5未満 41 7.3 0.2 1.9 0.2 90 検出
33 石峠Ａ 9/8 13:15 22.0℃ 異常なし 検査不可能 9.0 5.3 130 6.9 4.0 6.5 3.0 1400 検出
34 石峠Ｂ 9/8 15:30 25.0℃ 異常なし 異常なし 0.5 0.5未満 130 6.9 5.3 6.9 0.3 22 不検出
35 乗瀬　 9/8 13:40 14.0℃ 異常なし 検査不可能 2.6 0.5未満 180 6.9 10.3 14 2.3 530 不検出
36 中村 9/8 13:30 19.0℃ 異常なし 異常なし 0.5未満 0.5未満 200 6.8 1.0 46 0.1未満 0 不検出
37 御影Ａ 9/8 14:05 15.0℃ 異常なし 異常なし 0.5未満 0.5未満 160 6.8 5.8 30 0.5 55 不検出
38 御影Ｂ 9/8 14:00 13.0℃ 異常なし 異常なし 0.5未満 0.5未満 150 6.9 6.6 29 0.6 76 不検出
39 和田　 9/8 14:40 18.0℃ 異常なし 異常なし 0.7 0.5未満 86 7.1 5.8 24 0.9 5 不検出
40 一ツ谷　 9/8 14:25 14.5℃ 異常なし 検査不可能 2.2 0.9 110 6.9 2.7 20 2.7 1100 不検出

資料：生活環境課

一般細菌
（CFU/mL）

大腸菌群味
色度
（度）

濁度
（度）

全硬度
(mｇ/ℓ）

ＰＨ値
硝酸性窒素及び
亜硝酸性窒素
（mg/L）

水温
（℃）

臭気
塩素イオン
（mg/L）

過マンガン酸カ
リウム消費量
（mg/L）

採水地 採水日 採水時刻
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1,1,1‐トリクロロエ
タン
（mg/L）

トリクロロエチレン
（mg/L）

テトラクロロエチレン
（mg/L）

1 大手２丁目 8:45 15℃ <0.0005 <0.0005 <0.0005

2 荒町１丁目 8:55 15℃ <0.0005 <0.0005 <0.0005

3 六供２丁目 9:00 15℃ <0.0005 <0.0005 <0.0005

4 荒町２丁目 9:10 13℃ <0.0005 <0.0005 <0.0005

5 赤坂１丁目 9:22 15℃ <0.0005 <0.0005 <0.0005

6 与良２丁目Ａ 9:30 14℃ <0.0005 <0.0005 <0.0005

7 与良２丁目Ｂ 9:40 12.5℃ <0.0005 <0.0005 <0.0005

8 古城３丁目Ａ 9:50 13.5℃ <0.0005 <0.0005 <0.0005

9 古城３丁目Ｂ 9:55 13℃ <0.0005 <0.0005 <0.0023

10 古城２丁目 10:02 13℃ <0.0005 <0.0005 <0.0005

11 市町１丁目 10:15 11℃ <0.0005 <0.0005 <0.0005

12 田町１丁目Ａ 10:27 12℃ <0.0005 <0.0005 <0.0005

13 田町１丁目Ｂ 10:35 10℃ <0.0005 <0.0005 <0.0005

14 田町１丁目Ｃ 10:45 16℃ <0.0005 <0.0005 <0.0005

15 滋野甲　 15:00 11.5℃ <0.0005 <0.0005 <0.0005

16 御幸町　 15:50 12.5℃ <0.0005 <0.0005 <0.0005

17 市Ａ 13:37 12℃ <0.0005 <0.0005 <0.0005

18 市Ｂ 13:27 16℃ <0.0005 <0.0005 <0.0005

1 0.03 0.01
資料：生活環境課

地下水の水質汚濁に関わる環境基準（平成９年度環告第10号）

表２－１０　有機塩素系溶剤による地下水汚染調査（平成22年度）

採水日　　平成22年１0月26日

番号 採水地 採水時刻 水温

調査項目

備考
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３ 騒音、振動 
 

騒音は、私達が耳にする様々な音の中で、聞く人にとって好ましくない「不快な音」の総

称で、人の感覚を刺激して、不快感やうるささとして受け止められる日常生活に密着した公

害であり、感覚公害と呼ばれています。とりわけ騒音は発生源が工場、事業所、建設作業、

交通機関、飲食店の深夜のカラオケ、さらには、一般家庭から発生する室外機やピアノ、ペ

ットの鳴き声など、私達の家庭生活に至るまで多種多様で、どこにでもあることなどから騒

音に対する馴れや個人個人の好悪の差異があるところに騒音の特徴があり、騒音問題の難し

さがあります。 

振動については、工場、事業所、建設作業、道路交通などから発生する振動が、主に地盤

を媒体として伝わり、周辺住民の生活環境に影響を与えるものであり、その発生源が騒音と

ほぼ同一であるため騒音とともに発生することが多くなっています。 

一人ひとりが、他人に迷惑をかけないよう身近な音、振動の発生に日頃から注意すること

が必要です。 

 

表２－１１ 騒音の大きさの例      

騒音レベル 

（ｄＢ） 
騒音の感じ方 

騒音レベル 

（ｄＢ） 
騒音の感じ方 

３０ 静かな住宅地の夜 ８０ 地下鉄の車内 

４０ 図書館 ９０ 騒々しい工場の中 

５０ 静かな事務所 １００ 電車のガード下 

６０ 普通の会話 １１０ 自動車のクラクション 

７０ 電話のベル １２０ 飛行機のエンジン近く 

 

（１）特定施設・特定建設作業の届出 

工場などの騒音、振動による苦情は、住居と混在する地区に多く見られます。こうした

騒音、振動による生活環境への被害を未然に防止するため、工場、事業所に設置する施設

のうち著しい騒音及び振動を発生する施設については、騒音規制法、振動規制法、長野県

公害の防止に関する条例により、その設置や変更に際して事前に届出義務が課せられてお

り、時間帯及び地域区分により発生する騒音、振動が規制されます。 

  平成２２年度末における「騒音規制法」「振動規制法」に基づく特定施設の設

置工場数及び届出施設数は、表２－１８に示すとおりです。 

 

表２－１２ 騒音・振動関係特定施設届出件数 

平成２２年度届出数 累計 
 

工場等数 施設数 工場等数 施設数 

騒音 ０ ０ ２４ １７２ 

振動 ０ ０ １７ ５８ 

 

特定施設の設置届出時に、騒音、振動対策の指導をするほか、個別に苦情が寄

せられた場合には現場の状況を確認した上、規制基準が守られているか確認する

など苦情発生原因を調査し、必要な対策の指導を行っています。 

また、建物の解体などで騒音や振動が発生する建設作業を「特定建設作業」と

いい、騒音・振動規制法に基づき届出が提出された際には、騒音、振動の防止に
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ついて届出者に指導を行っています。 

  平成２２年度には騒音規制法に基づき３件、振動規制法に基づき４件の届出が

ありました。 

 

（３）自動車騒音 

  道路に面する地域の環境基準の達成状況は一定地域内の住居などのうち環境

基準を超過する戸数及び割合により評価（面的評価）することになっています。

平成２１年度は、道路に面する地域について２路線２区間で面的評価を実施し、

評価区間内の環境基準を超過した住居などの割合は6.5％でした。 

 

 

４ 土 壌 
 

  土壌は一度汚染されると、汚染が蓄積され、汚染状態が長期にわたるという特

徴をもっています。 

  土壌の汚染について有害物質を扱う事業所が廃止した場合には土壌長調査が

定められていましたが、平成22年4月からは、3,000㎡以上の土地の形質を変更す

る場合は、届出を行い、汚染のおそれが考えられる場合には土壌調査が必要とな

りました。 

  また、法の義務によらず自主的な調査で土壌汚染が判明した場合には、土地の

所有者などが要措置区域などの指定の申請をすることが出来るようになりまし

た。 

  なお、市域における土壌汚染対策法に基づく指定区域はありません。 

 

 

５ 悪 臭 

 
悪臭による公害は、その不快なにおいにより生活環境を損ない、主に感覚的・

心理的な被害を与えるものであり、感覚公害という特性から住民の苦情や陳情という

形で顕在化し、汚染物質などの蓄積はないものの、意外なほど広範囲に被害が広がること

があります。 

悪臭公害の特徴は、悪臭の大部分が、低濃度・多成分の臭気物質からなってお

り、その感度は、人の嗅覚が非常に敏感なことから機器分析による定量下限値以

下のごく微量の臭いを感じることや心理的影響、健康状態や生活様式により、悪

臭に対する評価が個人によって異なるため問題解決が困難なことです。 

悪臭防止法は、工場・事業所における事業活動に伴って発生する悪臭を抑制し、

市民の生活環境を保全し、人の健康を保護するために規制地域内の工場などの、

敷地境界及び排出中における特定悪臭物質の濃度規制を定めています。 

小諸市では、苦情などの多い工場・事業場、ごみの野焼きや農畜産業に起因す

る苦情に対し、状況把握に努め、管理の徹底などについて指導を行っています。 
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６ 化学物質 

 
  今日、工業的に生産されている化学物質は、世界では約１０万種類、国内でも数万種類

とされており、工業原料として用いられるものから日常生活におけるプラスチック類や化

粧品、医薬品などさまざまな製品に使用されておりその生産量と種類は年々増加していま

す。これらの化学物質は様々な工業用などのため人為的に合成されたもののほか、非意図

的に生成されてしまうものもあります。 

  化学物質の中には、その有益性の反面、人の健康や生態系に悪影響を及ぼす可能性を持

つものがあり、環境汚染の原因となるものがあり、有害な化学物質についてはＰＲＴＲ制

度（化学物質排出移動量届出制度）に基づく管理が重視されています。 

  

（１）ダイオキシン類 
 

平成１２年１月に施行されたダイオキシン類対策特別措置法では、ポリ塩化ジベンゾー

パラージオキシン（ＰＣＤＤ）、ポリ塩化ジベンゾフラン（ＰＣＤＦ）、コプラナーポリ塩

化ビフェニル（Ｃｏ－ＰＣＢ）をダイオキシン類と定義し、人工的に作られる化学物質の

中で最も強い毒性を持っているとされ、急性毒性、慢性毒性、発がん性、生殖毒性、催奇

形性、免疫毒性など多岐にわたる毒性を有しています。 

常温では、無色無臭の個体で、蒸発しにくく、油脂類には溶けやすいという性質をもっ

ています。また、他の化学物質や酸、アルカリなどとは反応せず、自然には分解しにくく

比較的安定した性質をもっています。 

ダイオキシンは、意図的につくられることはありません。しかし、炭素、酸素、水素、

塩素が熱せられるような工程で自然にできてしまう副生物（非意図的生成物）です。 

鉄鋼用電気炉、紙など塩素漂白や塩素殺菌など様々なところで発生しますが、現在では

廃棄物の焼却処理過程においての発生が一番多いとされ、その他金属精錬施設、自動車排

ガス、タバコの煙などから発生するほか、森林火災、火山活動などの自然現象などによっ

ても発生します。しかしながら、廃棄物処理分野、産業分野からの発生量は１０年前と比

較し、ダイオキシン類対策特別措置法により排出基準の規制強化がはかられ、近年に至っ

ては大幅に抑制されてきました。 

 なお、何種類かのダイオキシンは、かなり以前から環境中に存在していたという報告が

あり、少なくとも 1800 年代にはダイオキシンが環境中に存在していたことが明らかにな

っています。 

小諸市では、市内各事業所、市民に対してダイオキシン類が発生する恐れのあるごみの

野焼きは行なわないよう広報などを通じてお願いするとともに、直接指導も行なっていま

す。   

 

（２）環境ホルモン 

 

外因性内分泌攪乱化学物質(環境ホルモン)とは、動物の生体内に取り込まれた場合に、

本来、その生体内で営まれている正常なホルモン作用（内分泌作用）に影響を与える外因

性の物質と定義されています。 

正常なホルモン作用を撹乱することを通じて、生殖機能を阻害したり、悪性腫瘍を引き

起こすなどの悪影響を及ぼすものと考えられています。 

現在までの調査で内分泌撹乱作用を持つ物質はダイオキシン類のほか、樹脂の原料であ
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るビスフェノールＡなど約７０種あるとされています。 

従来の化学物質による生物への影響は、中毒作用や発病といった比較的分かりやすいも

のでした。しかし、環境ホルモンによる影響は複雑で、外見上異常が見られない例が多い

ことから今まで見逃されていた可能性があります。 

人間及び生態系に取り返しのつかない重要な影響を及ぼす危険性をはらんだ問題であ

ることから、国における調査研究機関などの充実も図られ、今後更に調査研究が進むにつ

れ健康影響に対する解明が明らかにされていくと予想されます。 
 

 

表２－１３ 環境ホルモンと疑われている化学物質など 

物  質  名 主 な 用 途 

ダイオキシン類、ベンゾ（ａ）ピレン 非意図的生成物 

ポリ塩化ビフェニール類（ＰＣＢ） 熱媒体、ノンカーボン紙 

ポリ臭化ビフェニール類（ＰＢＢ） 難燃剤 

ヘキサクロロベンゼン（ＨＣＢ） 殺菌剤、有機合成原料 

ペンタクロロフェノール（ＰＣＰ） 防腐剤、除草剤、殺菌剤 

2,4-ジクロロフェノキシ酢酸 除草剤 

アトラジン 除草剤 

マラチオン 殺虫剤 

トリブチルスズ 船底塗料、漁網の防腐剤 

アルキルフェノールの一部、ノニルフェノー

ル、4-オクチルフェノールなど 

界面活性剤の原料 

ビスフェノールＡ 樹脂の原料 

ベンゾフェノン 医療品合成原料、保香剤等 

フタル酸ジシクロヘキシン ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの可塑剤 

オクタクロロスチレン 有機塩素系化合物の副生成物 

SPEED'98 より 
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７ 地球温暖化 

地球温暖化は人類の経済活動によるエネルギー消費の増大に伴い，その影響が顕在化し

ており，世界各国における対策が急がれています。地球規模では、過去 100 年間で約１７

㎝の海面上昇が確認されています。また、我が国では、気象庁の資料によると、過去１０

０年間で気温が 1.07 度上昇したと言われています。温室効果ガス削減のためには国レベ

ルでの対策はもとより，地方公共団体においても地域に応じた削減努力が求められていま

す。 

 

（１）地球温暖化対策の推進 
小諸市では、地球温暖化対策の重要性が高まる中で、温室効果ガス総排出量の削減を図

るため，市民、事業者、市の役割を明らかにし、脱地球温暖化に向けて総合的かつ計画的

に推進することを目的として「共に取り組む CO2 削減計画こもろ（小諸市地球温暖化対策

地域推進計画）」を２００９年１月に当該計画を策定しました。 

 表 2－14 に示すとおり、本計画の基準年度は１９９０年度とし、目標年度 短期を２０

１２年、中期を２０２０年、長期を２０５０年とし、温室効果ガス排出削減目標値を基準

年度比で２０１２年に６％、 ２０２０年度に２５％、２０５０年度に５０％を超える削

減することを目標としています。 

 

①「共に取り組むＣＯ２削減計画こもろ」の主な施策 

 ＜家庭での取り組みを促す施策＞ 

  ・環境家計簿の普及のため全戸へ配布し、その結果を報告していただく。 

・家庭から出る廃食用油を回収し小諸市コミュニティバス「小諸すみれ号」のバイオデ

ィーゼル燃料として利用。 

 

 ＜事業活動での取り組みを促す施策＞ 

 ・地産地消により食料の輸送に伴うＣＯ２発生量を削減するため、給食へ地元農産物の提

供（学校給食パン用小麦の供給約３．１ｔなど）、軽トラ物産市の開催。 

・産業廃棄物の多量廃棄事業者への減量化やリサイクル推進指導のため、事業系一般廃棄

物の減量化を目的に、展開検査を実施し、分別の徹底及び古紙類などの資源化の推進。 

 

＜共通的・基礎的な施策＞ 

・自動車利用の代替方法として小諸すみれ号利用者アンケートを実施し、路線ダイヤ等の

見直しを実施。 

・二酸化炭素吸収固定源対策として、市有林・民有林の間伐（106ha）を実施。 

・環境活動や環境教育で成果のあった団体や個人に環境大使賞を贈り、エコ活動の推進を

実施。 

・市民、事業者に対しライトダウンキャンペーンを実施。 
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・平成 21～23 年度にかけて市内全域の防犯灯をＬＥＤ化（平成 22 年度は市内 667 箇所）

改修を実施。 

 

②温室効果ガス搬出量 

本市からの温室効果ガス総排出量は２００６年度の推計総排出量は約３０．５万ｔで、

基準年である１９９０年度と比較して約９．２％の増加と算出されました。 

昨年度の市民・事業者で取り組んだ結果、計算できるものだけで約７５５ｔのＣＯ２が

削減されました。 

 
 

2012 年度（目標年度）  1990 年度 

（基準年） 

2004 年度 

（現況年度） 将来推計値 目標値 

温室効果ガス 排出量 

① 

排出量

② 

基準年度比

②－①／①

排出量 

③ 

基準年度比 

③－①／① 

排出量 

④ 

現況年度比

④－①／①

 218.5  270.8 23.9% 272.0 24.5% 166.4  -38.6%

製造業 70.0  86.7 23.9% 81.1 15.9% 66.1  -23.8%

農林水産業 5.8  10.0 72.4% 7.7 32.8% 6.3  -37.0%

建設業・鉱業 10.4  5.8 -44.2% 3.4 -67.3% 3.4  -41.4%

民生家庭 56.3  71.7 27.4% 68.5 21.7% 55.8 -22.2%

民生業務 42.4  56.2 32.5% 64.6 52.4% 52.6  -6.4%

運輸 15.8  22.7 43.7% 24.9 57.6% 20.3  -10.6%

 

廃棄物 17.8  17.7 -0.6% 21.8 22.5% 17.7  0.0%

その他の温室効果ガス  36.4 21.8 -40.1% 25.0  -31.3% 25.0 

森林吸収量            -7.6 

合    計 254.9  292.6 14.8% 297.0 16.5% 239.6  -18.1%
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‐19％
表２－１４温室効果ガス削減数値目標
グリーンカーテン



 
 
 
第３章         

 
小諸市環境基本計画 

の概要 



１ 計画の目的 

 小諸市環境基本計画は、小諸市環境条例の理念に基づき、すべての人々が一体となって、

自然と共生し、環境への負荷の少ない循環型社会の実現を目指し、環境の保全に関する施策

の総合的・計画的な推進を図ることを目的としています。 
 また、小諸市環境条例では、環境の保全に関する基本理念を以下のように定めています。 
 
 

 
小諸市環境条例第３条 基本理念 

 
１ 環境の保全は、すべての市民が健全で豊かな環境の恵沢を享受するとともに、こ 
の環境が将来にわたって維持されるように適切に行われなければならない。 

 
２ 環境の保全は、すべての者の適切な役割分担の下に、環境への負荷の少ない持続 
的発展が可能な社会を構築することを目的として、自主的かつ積極的に行わなけ 
ればならない。 

 
３ 環境の保全は、地域の環境が地球環境と深くかかわっていることに配慮し、すべ 
ての事業活動及び日常生活において地球環境の保全に資するよう行わなければな 
らない。 
 

 
 
２ 計画の期間 

小諸市環境基本計画では、将来的に達成すべき環境像を掲げるとともに、環境施策につい

ては計画期間を平成 14年度から平成 23年度の 10年間として取り組みます。また、環境や
社会的状況の変化に対応し、施策の実施状況をチェックするため、中間年次である平成 1９
年度に見直しを行いました。 
 
 

平成１４年度    平成１９年度     平成２３年度 

 
 

   

環境の将来像

 見直し 
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環境の目標 取り組みの方向 基本方針 施策項目

心
の
ゆ
と
り
を
感
じ
な
が
ら

、
　
　
　
　
　

１ 豊で生き物が住む森林をつくる ① 樹林地を保全し、管理する ・良好な樹林地の保全・育成・管理
・林業の推進
・樹林地の保全に関するＰＲ

　生き物がすむ豊かな ・樹林地における動植物の生息状況調査
　自然をつくる ・鳥獣の生息環境の整備

② 開発時に動植物の生息環境に ・開発時の生態系への配慮
  配慮する

２ 魚やホタルがすめる川をつくる
① 水質保全対策を進める ・下水道の普及

・合併処理浄化槽の普及
・生活排水に関する啓発・ＰＲ
・事業者に対する排水管理の徹底
・河川への不法投棄・散乱ごみ対策の強化

② 多自然型川づくりを進める ・生物がすみやすい川作り
・水辺環境の保全
・自然に親しむ川づくり
・周辺地域や市民との連携による川づくり

　人にやさしいまちを
 １ まちを美しくする

① 散乱ごみ、不法投棄対策を行う ・不法投棄の監視
　つくる ・ポイ捨てや不法投棄防止のＰＲ

② まちを緑化する ・まちの樹木の保全
・地域の緑化
・事業場の緑化の推進
・宅地の緑化

③ 所有地の適正管理を指導する ・所有地の適正管理

 ２ 歩行者を優先する
① 安心して歩ける道をつくる ・安全な道路の確保

・歩きやすい歩道の整備

② 公共交通を充実させる ・鉄道の利用促進
・バスの利用促進

③ 歩行者にとって魅力的な道を ・休息・交流ができる道づくり
　つくる ・市民にとって魅力のある道づくり

 ３ 公害を防止する
① 騒音対策を行う ・幹線道路などの騒音対策

・生活騒音等への対策
・公共事業における騒音対策

② 有害化学物質対策を行う ・一般廃棄物の適正管理
・産業廃棄物適正処理の徹底
・不法投棄等の防止
・アスベスト等有害物質に関する対策

③ 公害を防ぐ仕組みをつくる ・公害防止などに関する指導の徹底
・公害防止に関する事業者支援
・公害発生時の迅速な対応
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自
然
と
と
も
に
暮
ら
せ
る
環
境
都
市

「
小
諸

」

 １ 環境への負荷を減らす
① ごみの減量、リサイクルを進める ・ごみ減量のＰＲ

自然の恵みを生かした ・市民・事業者との協力によるごみの減量
暮らしをする ・リユース（繰り返し使う）の推進

② ごみを適正に処理する ・ごみ分別の徹底
・一般廃棄物の適正管理
・産業廃棄物適正処理の徹底
・不法投棄等の防止

③ 環境にやさしい車利用を進める ・自動車利用の見直し
・環境にやさしい運転方法のＰＲ
・エコカーの普及促進

④ 地球温暖化対策を実施する ・エコオフィスこもろの実施
・地球温暖化対策のＰＲ

 ２ 自然の資源を活用する
① 自然エネルギーを利用する ・自然エネルギーの普及啓発

・太陽光発電の利用促進
・太陽光以外の自然エネルギーの利用に関する検討

② リサイクル・エネルギーを活用する ・リサイクル・エネルギーの普及啓発
・生ごみの堆肥化の促進
・堆肥化した生ごみの利用促進
・森林資源の循環による利用促進
・下水汚泥の有効利用

③ 省資源・省エネルギーを活用する ・省資源・省エネルギーの普及啓発

④ 雨水を大切にする ・公共施設での雨水利用施設の設置
・雨水利用のＰＲ
・雨水浸透の推進
・水田の保全

環境のための取り組み  １ 環境のために率先して取り ① 環境マネジメントの仕組みを導入 ・ＩＳＯ１４００１の実践
を広げる 　  組む 　する ・事業者に対する導入支援及び情報の共有

・市民に対する環境にやさしい暮らし方のＰＲ

② 環境に関わる取り組み組織をつくる ・庁内の連携
・環境懇談会の継続
・環境に配慮した市民活動の支援
・環境に配慮した事業活動の支援

 ２ 市民・事業者・市が意識を高め ① 環境教育・学習を進める ・環境学習の機会づくり
　  協力して取り組む ・環境に関する情報提供

② 市民・事業者・市で話し合う ・市民・事業者・市による話し合い

環境の状況をチェックし
 １ 環境調査を行う

① 定期的に環境調査を行う ・定期的に環境調査・監視
改善する ・野生動植物の生態調査の実施

② 市民による環境調査を行う ・市民による環境調査

 ２ 環境に関する情報を共有する ① 小諸市環境白書を作成し公表する ・環境白書の作成と公表

② 環境に関するデータを収集する ・環境の現況に関するデータの収集
・環境のための取り組みに関する情報収集

 ３ 取り組みを継続的に改善する ① 環境のための取組みを見直す ・環境懇談会などによる定期的な見直し

② 継続的に取組みをＰＲする ・継続的な取組みのＰＲ
・環境フォーラムなどの開催
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４章          
 
小諸市環境基本計画 
における施策 
の実施状況 



①

 

１

 

２

 

 
３

 
４

 
 
 
５

６

 
 
 

 

環境の目標：生き物がすむ豊かな自然をつくろう 
樹林地を保全し、管理する 

）市内における良好な樹林地を保全地区

として守ります。    （都市計画課） 

）補助事業により緊急に森林整備が必要

な樹林の除・間伐を進めるとともに地勢

にあった広葉樹との混合林化を進めます。 
              （農林課）  

）小諸市森林整備計画に基づき、森林の

造林、育林を進め、「森林（もり）の里親

制度」等により企業と協働による森林整

備を進めます。       （農林課） 

）森林再生プロジェクトによる豊かな里

山の再生を進め、市民や次世代等の森林

体験により、森林ボランティアや新規就

業者・後継者の育成を進めます。 
（農林課） 

）林業の生産基盤の強化や林道網の整備

などを行うとともに、間伐材の利用の促

進による資源の循環とエコ利用を進め、

林産物などの森林資源の活用を進めます。 
（農林課） 

）森林体験イベントの開催により循環と

森林機能の啓発を進め、カブト虫の森の

利用や森林教室により学習の場づくりを

計画的に進めます。 
（農林課・子ども教育課） 

 
取り組みの方向：１－１豊かで生きものがすむ林をつくろう

 計画記載事項 

①保存樹木１３箇所の実施（延 384.92ａ） 
 
 
①間伐事業として補助金の交付 
間伐面積 97.27ha  
 

 
 
①除・間伐や下草刈などを実施し、また、

補助金を交付した。 
 整備面積 112.83ha 

 
 
①森林（もり）の里親事業 
・沖電気工業㈱社員との協働による森林整

備ボランティア活動を年２回実施 
・ルイヴィトン・モアトゥリーズとの里親

協定締結に基づく搬出間伐整備の実施。 
・㈱ネイチャーズウェイと糠地生産森林組

合の里親協定による森林体験実施 
 
①治山林道維持管理 
林道浅間線・布引線の林道整備を実施 
 
 
 
①小学校の森林教室への参加 

（子ども教育課） 
②森林再生プロジェクト啓発事業「野口健

森林教室」の開催 
 市内 6校の小学 5年生 386 名参加 

③カブトムシふれあいフェスタは、飼育業

務中止し自然発生に転換したためフェスタ 
中止           （農林課） 

２２年度実績 
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７）市民だけでなく、市外の人に対しても 
樹林の管理活動をＰＲし、森林ボランテ

ィア等の活動の輪を広げます。 
（農林課） 

 
 

 

 

８）森林再生の指標となる動植物数・種類

等を調査し、豊かな里山造りを進め、樹

林地における生物の生息状況の把握に努

めます。         （農林課）  
 
９）鳥獣が生息しやすい森林環境の整備と

適正な個体数の調整を図り、農地など人

里に出没しにくい環境整備と対策を進め

ます。          （農林課） 
 
 
 
 
 
②開発時に 

動植物の生息環境に配慮する 

 
１）各種の開発行為などに対して、環境条

例に基づく指導や協定締結の義務付け、

地域環境などの保全・育成に努めます。 
（企画課・生活環境課） 

 
 
２）公共事業において、地域の生態系に影

響をあたえない開発計画となるよう配慮

します。        （関係各課） 
 
 

①森林（もり）の里親事業 
・沖電気工業㈱社員との協働による森林整

備ボランティア活動を年２回実施 
・ルイヴィトン・モアトリィーとの里親協

定による搬出間伐による整備 
・㈱ネイチャーズウェイと糠地生産森林組

合との里親協定による整備 
 
①松くい虫防除対策事業において猛禽類調

査を行い、繁殖に支障が出ないよう配慮し

た。 
 
 
①有害鳥獣駆除 
猪 58 頭、ニホンジカ 22 頭、熊 5頭、 

カラス 473 羽、小型獣 54 匹 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
①環境条例に基づく開発行為の届出の受理

及び指導 10 件      
②関係課から開発行為に対する意見聴取 10

件           （以上企画課） 
 
 
①当該年度に具体的事業はありませんでし

たが、生態系に影響を与えないよう努めて

います。         （関係各課） 
 

計画記載事項 ２２年度実績 
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①

 

１

 
 
 
 
 
 
 
 
２

 

 
３

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４

 
５

 
 
 

 水質保全対策を進める 

）公共下水道や農業集落排水事業を推進

します。         （下水道課） 

）合併処理浄化槽の普及を図ります。 
             （下水道課） 

）浄化槽設置者に対する適切な維持・管

理の指導に努めます。   （下水道課） 

）市民に対し、生活排水に関する啓発・

ＰＲを行い、河川の水質保全に対する協

力を要請します。（下水道課、生活環境課） 

）事業者に対し、排水管理の徹底を指導

します。        （生活環境課） 

 
取り組みの方向：１－２魚やホタルがすめる川をつくろう

 
①公共下水道 

計画記載事項 

普及率 53.0%（対前年度比＋0.9%） 

水洗化率 86.9%（対前年度比＋2.9%） 
②特定環境保全公共下水道 
普及率 10.8％（対前年度比＋0.2％） 

水洗化率 76.5％（対前年度比＋3.3％） 

②農業集落排水事業 
普及率  21.6%（対前年度比＋0.3%） 

水洗化率 74.7%（対前年度比＋2.6％） 

 

①合併処理浄化槽設置届数 183 基 
 設置補助金交付基数 180基 
 

①小諸市浄化槽協会 入会件数 1,257 件 
②維持管理補助金交付 

内訳 

 保守点検料     976 件  

 清掃汚泥引抜費用  284 件  

 法定検査代（法 11 条）578 件 

③新規設置者維持管理講習会（12 回延 180

人） 
④法定検査実施件数 1,085 件 

うち、不適性による改善勧告 72 件 
 
 
①生活展・広報こもろ等でＰＲ 

（下水道課） 
 
 
①小諸市環境条例の特定施設及び油類取扱

事業所のうち２４件について立入調査を実

施し、結果が悪い箇所８件については、改

善を指導した。 
 

２２年度実績 
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６）河川パトロールなどにより、河川への

不法投棄対策を行います。 （生活環境課） 
 
 
 
７）河川愛護団体（１０団体）による河川清

掃等の実施により、河川の愛護意識の高

揚を図ります。 （生活環境課、建設課） 
 
 
 
 
 
 
 
②多自然型川づくりを進める 

 
１）治水や利水面等を考慮しながら、漁礁

護岸や自然石を利用した護岸など、自然

の生態系や景観に十分配慮した河川整備

（農業用排水路を含む）に努めます。 
（建設課・農林課・都市計画課） 

                 
２）河川以外の水辺空間である溜池や湿地、

湧水地、水田の自然環境の保全に努めま

す。      （農林課・都市計画課） 
 
 
３）広域的に協力しながらアレチウリの駆

除活動を推進します。  （生活環境課） 
 
４）平成１５年に市内で群生が確認された

希少水生植物「ミズオオバコ」の保存に

努めます。（建設課、農林課、都市計画課） 
 
 

①信濃川を守る協議会による河川パトロー

ル春／秋 2回実施 
②佐久漁業協同組合への河川周辺パトロー

ル業務の委託 
 
①河川清掃実施１０団体    （建設課） 
②千曲川の源流を訪ねての実施 
③公害防止監視員による監視活動を実施 

（以上生活環境課） 
 
 
 
 
 
 
 
 
①今年度は対象となる事業がなかった。 

計画記載事項 

 
 
 
 
 
①与良区の田園景観保全への取り組みに対

し助成した。     （都市計画課） 
②御牧ケ原のため池の改修を行い自然環境

の保全に努めた。     （農林課） 
 
①県主催のアレチウリ駆除指導者研修会へ

参加 
 
①「ミズオオバコ保全会議」で、周辺の環

境整備（草刈り等）及び観察会を開催した。 
（建設課） 

 
 

２２年度実績 
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５）親水護岸の整備や河川の緑道化、緑化

を推進し、うるおいのある親水空間の創

造に努めます。 
（建設課・農林課・都市計画課） 

 
６）千曲川とその沿岸の緑地や公園を保

全・整備し、一体化を図り、うるおいの

ある水と緑の軸を形成します。 
            （都市計画課） 
 
７）千曲川を水と緑の軸として、沿岸の緑

地や公園との一体化を図りながら、流域

市町村や国･県と連携し、景観を含めた保

全、水質の浄化を進め、親水空間の整備

を図ります。     （都市計画課） 
 
８）市民と協力しながら地域の川づくりを

進めます。 
    （建設課・都市計画課・農林課）    

①市民が主体的に進める用排水路・農道の

維持補修作業に対して資材支給を行い農地

保全協働事業として取り組んだ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 計画記載事項 

①当該年度は該当事業がなかったが、河川

の親水空間の整備に努めています。 
            
 
 
①千曲川での具体的な事業は行いませんで

したが、河川の親水空間の整備に努めてい

ます。 
 
 
①千曲川での具体的な事業は行いませんで

したが、河川の親水空間の整備に努めてい

ます。 
 
 
 

              （農林課） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２２年度実績 
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①

 

１

 
 
 
 
２

 
３

 
４

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

環境の目標：人にやさしいまちをつくろう 
 散乱ごみ、不法投棄対策を行う 

）河川や樹林地などを中心に、定期的に

不法投棄パトロールを行うとともに、多

発地帯には監視カメラを設置し、監視を

行います。      （生活環境課） 

）公共の場所等へのごみの不法投棄を防

止するため、住民や事業者及び観光客に

対して、モラルの向上を求めるＰＲを行

います。       （生活環境課） 

）「小諸市ポイ捨て防止等美しい環境づく

りを進める条例」に基づき、環境美化監

視員により美化の推進に必要な指導、監

視を行います。    （生活環境課） 

）市民参加による各種団体、衛生自治会

の協力により、ごみゼロ運動や区内清掃

等の環境美化運動を実施し、意識の高揚

に努めます。     （生活環境課） 

 
 
①不法投棄７７件対応 
②公害防止監視員による報告２３件対応 
③シルバー人材センターにパトロール、不

法投棄ごみ撤去、回収業務の委託 
④監視カメラの設置  
⑤佐久漁業協同組合への河川周辺パトロー

ル業務の委託 
 
①不法投棄防止看板の設置     
②広報こもろによる啓発 
 
 
 
①環境美化監視員による定期的な監視活動

及び日常的な監視の実施（67日） 
 
 
 
①ごみゼロ運動５月３０日（15 団体、約 160

人参加）            
②区内清掃（147 件） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

取り組みの方向：２－１まちを美しくしよう

計画記載事項 ２２年度実績 
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②まちを緑化する 

 
１）保存樹木を指定し、その保全に努める。

（都市計画課） 
 
２）市民と協力しながら、地域の緑化や花

いっぱい運動を推進します。 
（都市計画課） 
 

３）公共施設の整備、道路整備、河川整備、

公園整備などの公共事業において、地域

の緑化に努めます。   （関係各課） 
 
 
 
 
 
４）事業者に対し、事業場の緑化を推進し

ます。  （都市計画課・商工観光課） 
 
５）宅地の緑化に関するＰＲを行います。 

（都市計画課） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

         
 
①保存樹木８８本（維持管理補助の改正） 

計画記載事項 

 
 
①花いっぱい運動の実施（年１回 ８７団

体） 
 
 
①大手門公園整備で中心市街地の緑化を推

進          （都市計画課） 
②中山間地域総合整備事業として、平成１

８年度に自然石を利用し、環境に配慮した

用水路の整備を行なったが、地域の皆さん

が草刈り等の清掃作業を行い地域の緑化に

努めている。       （農林課） 
 
①浅間山麓景観育成重点地域内の施主より

緑化計画書の提出   （都市計画課） 
 
①記念樹木の配布（５７８本） 
②長野県景観条例に規定する浅間山麓景観

育成重点地域内の新築・増築住宅の施主よ

り景観形成の届出（７８件） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２２年度実績 
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③私有地の適正管理を指導する 

 
１）私有地については、雑草・雑木が周囲

の生活環境や景観、交通の支障とならな

いよう適正な管理を指導・ＰＲします。 
（建設課、農林課、

農業委員会、都市計画課、生活環境課） 
 
２）アメリカシロヒトリやスズメバチ等周

囲に悪影響を及ぼす可能性のある昆虫等

の発生については、土地所有者が責任を

持って対処するよう指導・ＰＲします。 
（農林課、生活環境課） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 計画記載事項 ２２年度実績 

①荒廃地化が野生動物の隠れ家になること

から、刈り払い等をＰＲした。 
（農林課） 

②私有地の適正な管理を指導１５件  
（生活環境課） 

 
①アメシロ防除対策給付金 ８件  
 防除用機器貸出３１件   （農林課） 
②スズメバチ発生源の土地所有者へ駆除依

頼等により指導を行った。 
（生活環境課） 
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①

 

１

 
 
２

 
 
 
 
 
 
 
３

 
４

 
 
 
 
 
 
 

 安心して歩ける道をつくる 

）主要な生活道路網の整備をその優先性

を踏まえながら計画的に推進するととも

に、その他の生活道路の拡幅整備を推進

します。   （建設課・都市計画課） 

）交通事故を未然に防止するために、危

険箇所の調査などを行うとともに、道路

標識や信号機、街路灯、ガードレール、

反射鏡等の交通安全施設の整備充実を推

進します。 （建設課・都市計画課・農

林課・生活環境課） 

）地域の要望を考慮しながら、生活道路

における自動車の通行規制について検討

します。   （建設課・都市計画課） 

）段差解消、スロープ、視覚障害者誘導

ブロックの設置等、高齢者や障害者が安

全に歩くことができる道づくりを推進し

ます。         （関係各課） 

 
取り組みの方向：２－２歩行者を優先しよう

 
①道路改良  

計画記載事項 ２２年度実績 

15 路線Ｌ＝1,382.2ｍ   （建設課） 
②対象となる事業はありませんでしたが、

県街路事業の促進に努めます。 

（都市計画課） 

 
①区画線 L＝4,501.5ｍ・防護柵 L＝239.8

ｍ・道路反射鏡 30 箇所  （建設課） 
②電線共同溝整備事業の実施に併せ、商店

街街路灯を設置     （都市計画課） 

②現地診断の実施（２回） 
③交通安全用品の配布 
④交通安全教室の開催 
⑤児童、高齢者を対象とした街頭啓発活動 
⑥広報にて、交通安全運動についてＰＲ 
⑦飲酒運転追放パトロールの実施 
⑧シートベルトパーフェクト作戦の実施 
          （以上生活環境課） 
 
①地域から要望があった場合には、検討し

ています。 
 
 
①大手門公園整備で階段に視覚障がい者誘

導ブロックを設置した。 （都市計画課） 
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②公共交通を充実させる 

 
１）しなの鉄道や小海線の整備充実を、沿

線市町村との連携を図りながら推進する

とともに、しなの鉄道がより市民の身近

な鉄道となるよう、小諸駅の整備を図り、

魅力ある交通拠点を形成します。 
（企画課、都市計画課） 

 
２）市民や観光客に対し、しなの鉄道の利

用促進のためのＰＲを行います。 
（企画課、商工観光課） 

 
 
 
 
 
 
３）地域住民の足の確保のため、市内循環

バスに替わるコミュニテイバスの運行と

市民にとって身近な新交通システムの構

築をします。     （生活環境課） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 計画記載事項 

①しなの鉄道活性化協議会、しなの鉄道沿

線市町担当課長会議へ参画し、増便事業等

の利用促進事業を関係市町村と共同で実施 
             （企画課） 
 
 
 
①しなの鉄道活性化協議会、しなの鉄道沿

線市町担当課長会議へ参画し、増便事業等

の利用促進事業を関係市町村と共同で実施        

             （企画課） 
②しなの鉄道主催事業へ観光協会と連携し

た協力や、しなの鉄道沿線観光協議会を中

心に沿線で連携した観光物産ﾌｪｱを実施。 
（商工観光課） 

 
①小諸すみれ号運行 車両 7台 １１路線   

  委託料    55,938 千円 

  国庫補助金  12,602 千円 

    乗車人員    99,693 人 

 

 

 

 
 
 
 

２２年度実績 
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③歩行者にとって魅力的な道づくり 

 
１）道沿いにポケットパークや休憩できる

空間を整備します。   （都市計画課） 
 
２）自然景観に配慮した道路整備、歴史的

町並み景観を活かした道路沿道整備、沿

道緑化など、景観に配慮した道づくりを

推進します。  （都市計画課・建設課） 
 
 
３）商店街の活性化などを進め、市民にと

って魅力があり、歩きたくなる道づくり

を推進します。 
（商工観光課・都市計画課・建設課） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４）道路や坂の愛称づけ、小諸市景観形成

基本計画に基づく花いっぱい運動の推進

など、市民に愛着を持たれる道づくりを

推進します。  （建設課・都市計画課） 
 
５）市民と協力しながら、自然散策やまち

散策のルートを検討し、市民や観光客に

向けてＰＲします。 
（商工観光課・都市計画課） 

 
 

 
 
①維持管理を実施 

計画記載事項 ２２年度実績 

 
 
①維持管理を実施     （建設課） 
②当該年度は対象となる事業がありません

でしたが、電線共同溝整備事業の実施に併

せ、魅力ある歩道整備を推進します。 
         （都市計画課） 

 
①当該年度は対象となる事業は有りません

でしたが、電線共同溝整備事業の実施に併

せ、魅力ある歩道整備を推進します。 
（都市計画課） 

②各種イベントの実施・空き店舗活用事業

の助成等により商店街の活性化を図る。 
③相生町商店街振興組合において、春のガ

ーデニングフェスタと題して、花と緑の学

校の開催、七草ポットの作成と商店街への

展示、「まちのツボ庭」と題して駅前より４

スポットにツボ庭を作成し、買い物客の回

遊を図る事業の実施を支援。 
（商工観光課） 

 
①花いっぱい運動で８７団体が参加した。

（一般６２、公共２５） （都市計画課） 
 
 
 
①小諸街並み研究会ほか NPO との連携に
よる散策ルートの造成 （商工観光課） 
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取り組みの方向：２－３公害を防ごう 

①騒音対策を行う 

 
１）国や県に対し、地域の幹線道路におけ

る騒音対策の実施を要請します。 
（生活環境課） 

 
２）市民や事業者、観光客などに対し、幹

線道路における騒音防止のＰＲを行いま

す。         （生活環境課） 
 
３）市民に対し、生活騒音防止のＰＲを行

います。       （生活環境課） 
 
 
 
４）事業者に対し、店舗、工場などにおけ

る騒音防止対策の指導を行います。  
（生活環境課） 
 

５）公共事業において、騒音防止対策に努

めます。        （関係各課） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
①上信越自動車道の騒音について、東日本 

計画記載事項 

高速道路㈱関東支社佐久管理事務所に対し

要望書を提出 
 
①生活騒音防止ポスターによるＰＲを行っ

た。 
 
 
①生活騒音防止ポスターによるＰＲを行っ

た。 
②騒音苦情の対応として、騒音防止対策等

の指導を行った。（２件） 
 
①騒音苦情の対応として、騒音防止対策等

の指導を行った。（７件） 
 
 
①平成 22 年度中に東保育園の改築工事を

実施。行政マネジメントシステムの建設工

事に伴う環境配慮への指導手順書により実

施            （厚生課） 
 
 

２２年度実績 

39 



②有害化学物質対策を行う 

 
１）一般廃棄物の適正処理に努めます。 

（生活環境課） 
 
 
 
 
 
２）事業者に対し、産業廃棄物適正処理の

徹底を指導します。  （生活環境課） 
 
 
３）不法投棄や燃焼不適物の屋外焼却、小

型焼却炉などに対する規制・指導・監視

を強化します。    （生活環境課） 
 
４）アスベスト等有害物質に関しては、広

報等による情報の提供と、相談窓口を設

置し迅速に対応します。  
（関係各課） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
①広報や CATV による意識啓発に努めた。 

計画記載事項 ２２年度実績 

②有害ごみの市内一斉回収の実施。（２回）

収集総量：蛍光管 3,510kg, 乾電池 7,350kg   
③家電リサイクル法により、指定取引業者

への運搬業務を実施した。（冷蔵庫 13 台、

洗濯機 6台、テレビ 25 台、エアコン 1台） 

 

①事業系一般廃棄物の展開検査及び集積所

における内容調査を実施し指導した。 
 
 
①不法投棄７６件対応 
②野外焼却７４件対応 
③公害防止監視員による報告５件対応 

 
①相談窓口受付０件 

（建設課、生活環境課） 
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③公害を防ぐ仕組みをつくる 

 
１）事業者に対し、公害防止対策の徹底を

指導します。     （生活環境課） 
 
 
 
２）企業の拡張や新規の進出にあたっては、

公害の未然防止の対策を講じさせるとと

もに、周辺地域との調和を保つよう努め

ます。        （生活環境課） 
 
 
 
３）融資制度や助成制度などにより、事業

者の積極的な公害防止活動に対して支援

を行います。     （商工観光課） 
 
４）公害発生時には、発生原因者であるも

のに対し迅速な対応を実施させるととも

に、関係機関との連絡調整を密に行いま

す。         （生活環境課） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 計画記載事項 

①小諸市環境条例の特定施設及び油類取扱

事業所のうち２４件について立入調査を実

施し、結果が悪い箇所８件については、改

善を指導した。 
 
①小諸市環境条例に基づく水質汚濁特定施

設設置届、騒音・振動規制法に基づく特定

施設設置届時に指導を実施。 
③必要に応じて公害防止協定の締結の斡旋

に努めている。 
 
 
①融資・助成制度ともに利用実績なし。 
 
 
 
①公害苦情として８２件受付し、関係機関

との連絡調整を行い対応した。 

２２年度実績 
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①

 
１

 
２

 
３

 
 
 
４

 
５

 
６

 
７

 
８

 

環境の目標：自然の恵みを活かした暮らしをしよう 
ごみの減量、リサイクルを進める 

）ごみの収集・処分量を広報等で継続的

に公表しながら、ごみ減量・リサイクル

への協力やごみを少なくする暮らし方な

どを徹底してＰＲします。（生活環境課） 

）ごみの有料化を実施し、ごみの減量及

びリサイクル化を進めます。 
（生活環境課） 

）市民・事業者・市の協力により、簡易

包装や買い物袋持参運動を推進します。 
（生活環境課） 

）事業者に対し、容器回収や簡易包装な

どへの協力を要請します。 
（生活環境課） 

）不用品交換システムの活用や、フリー

マーケットの推進、ものの修理に関する

情報提供を行いながら、リユースを推進

します。          （市民課） 

）資源ごみの分別回収を推進します。 
（生活環境課） 

）市民の地域の資源回収運動や生ごみの

リサイクル活動などを支援します。 
（生活環境課） 

）リサイクル用品の利用についてＰＲを

行います。       （生活環境課） 

 
 
①広報によるごみ処理費用の公表（平成 20

年度分）やシリーズごみの分別相談所によ

り、間違えやすい分別についてＰＲした。 
 
 
①雑誌・雑がみの分別の徹底をＰＲした。 
 
 
 
①小諸市廃棄物減量・再資源化等推進市民

会議３回開催。小諸市レジ袋削減推進委員

会による啓発キャンペーン及び持参率調査

を実施した。また、レジ袋削減県民スクラ

ム運動へ参加し啓発に努めた。 
 
①レジ袋削減推進協力店を啓発に併せて紹

介し協力店の募集をした。 
 
 
①広報の不用品コーナーにてＰＲ。１３１

件登録のうち６１件成立（成立率 46.5％） 
 
 
 
①雑誌・雑紙の分別の徹底を公報等で実施

するとともに、廃食用油の回収を推進した。 
 
①資源回収活動団体への報奨金の交付 
468 件 1,253,940kg 8,233,631 円 
 

 

①出前講座等で啓発した。 

取り組みの方向：３－１環境への負荷を減らそう

計画記載事項 ２２年度実績 
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②ごみを適正に処理する 

 
１）市民に対し、ごみの排出ルールと資源

回収の一層の徹底を図ります。 
（生活環境課） 

 
２）リゾート開発者、事業者、別荘居住者、

共同住宅経営者等に対して、ごみ排出ル

ールの一層の徹底を図ります。 
（生活環境課） 

 
３）ごみの適正処理を図るため、広域ごみ

焼却施設、埋立処分施設、資源化施設等

の各施設の建設を進めます。 
（生活環境課） 

 
 
４）事業者に対し、県と協力し産業廃棄物

の適正処理の徹底を指導します。   
（生活環境課） 

 
５）不法投棄や燃焼不適物の野外焼却、基

準を満たさない焼却炉などに対する規

制・指導・監視を強化します。 
（生活環境課） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 計画記載事項 

①ごみ収集カレンダーや広報によるＰＲを

実施した。 
 
 
①広報による PR を実施した。 
②別荘地の集積所へのごみ収集カレンダー

を配備した。 
 
 
①生活環境影響調査と施設基本計画の検討

に入った。 
 
 
 
 
①事業系一般廃棄物の展開検査及び集積所

における内容調査の実施に合わせて産廃の

適正処理についても指導した。 
 
①不法投棄７７件対応。 
②野外焼却５４件対応。 
③公害防止監視員による報告３２件 
 
 
 
 
 
 

２２年度実績 
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③環境にやさしい車利用を進める 

 
１）公共交通機関や自転車の利用、徒歩で

の移動、自動車の相乗りなどを、市が率

先して実行するとともに、市民や事業者

にＰＲして、自動車利用を見直す意識を

高めます。  （総務課・生活環境課） 
 
２）アイドリングストップなど、環境への

負担の少ない運転方法についてＰＲしま

す。         （生活環境課） 
 
３）有料道路において、排気ガス軽減に効

果のあるＥＴＣの利用促進を進めます。 
（建設課、財政課、生活環境課） 

 
４）電気自動車やハイブリッドカーなどの

エコカーや電動自転車の利用を、市が率

先してＰＲします。同時に、エコカーな

どの充電には太陽エネルギーなどのクリ

ーンエネルギーの利用についても検討し

ます。    （財政課、生活環境課） 
 
 
④地球温暖化対策を実施する 

 
１）エコオフィスこもろ（小諸市役所地球

温暖化防止実行計画）を実践し、公共施

設から発生する温室効果ガスの削減を図

ります。         （総務課） 
 
 
２）市民や事業者に対して、地球温暖化の

影響を減らす対策についてＰＲします。 
（生活環境課） 

 

 
 計画記載次項 ２２年度実績 

①ノーマイカーデーを２回実施することに

より、徒歩、自転車通勤者が増えている。 
             （総務課） 
 
 
 
①ポスターによるアイドリングストップ

運動についてＰＲ実施 

 

 
①市の公用車２０台に設置 （財政課） 
 
 
 
①ハイブリッドカーを１台購入し、通年 
で４台使用         （財政課） 
 
 
 
 
 
 
 
 
①電気使用量 H22  480,605 kwh 

（対前年度比 111.7 %） 

ガソリン使用量 H22 54,501ℓ（対前年度比

105.6%）、軽油使用量 H22 27,436ℓ（対前

年度比 96.9 %）      
 
①雑誌・雑がみの分別の徹底を広報等で実

施するとともに、廃食用油の回収量の増加

に努めた。 
 

計画記載次項 ２２年度実績 
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①

 

１

２

 
 
 
 
３

 

 
４

 
 
 
 
 
 
 
 
 
５

 
 
 

 自然エネルギーを利用する 

）環境への負荷が少ない自然エネルギー

の利用を公共施設で積極的に検討、導入

を行うとともに、市民や事業者に対し、

情報提供や普及促進を図ります。 
（企画課） 
 

）公共施設への太陽光発電システムの設

置を推進します。    （関係各課） 

）一般家庭や事業者への太陽光発電シス

テムの設置を推進します。  
       （建設課、商工観光課） 

）水力発電や風力発電等の自然エネルギ

ーの利用について検討します。 
（関係各課） 

）自然エネルギーを利用した電気自動車

や電動自転車、燃料電池などの利用につ

いて検討します。     （企画課） 

 
取り組みの方向：３－２自然の資源を活用しよう

 計画記載事項 

①学校太陽光発電所グリーン電力活用事業

の実施、太陽光発電なんでも相談室の設置 
     

 
 
 
①各小中学校へ設置済（こども教育課） 
②学校太陽光発電所グリーン電力活用事業

の実施、森林バイオマス燃料とする熱電併

給事業の実効可能性調査の実施 
（企画課） 
 

①事業所向けの助成制度については、２３

年度実施に向け制度設計を行い、規則改正

をした。       （商工観光課） 
 
①市役所ロビー、市長室等のペレットスト

ーブの使用        （総務課） 
②学校太陽光発電所グリーン電力活用事業

の実施、森林バイオマスを燃料とする熱電

併給事業の実行可能性調査の実施 
（企画課） 

③東信森林管理署が計画している深川沢地

区生活保全林整備事業として水力発電施設

が設置され、トイレの電力を供給している。        

（農林課） 
 
 
①情報の把握に努めた。 
 
 
 
 
 

２２年度実績 
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②リサイクル・エネルギーを活用する 

 

１）環境負荷を低減するため、廃棄物の再

資源化、森林資源の循環によるリサイク

ル・エネルギーの利用について情報提供

や普及促進を図ります。  
（企画課、農林課、生活環境課） 

 
 
 
 
 
 
２）生ごみの分別収集を徹底し、有効に利

用します。      （生活環境課） 
 
 
 
３）学校給食の生ごみの堆肥化や食餌など

への利用を進めます。（子ども教育課） 
 
４）飲食店などに対し、生ごみ堆肥化への

協力を要請します。  （生活環境課） 
 
５）有機農業による農産物生産の支援を行

います。         （農林課） 
 
 
 
６）希望者に対し、堆肥の配布を行います。 

（生活環境課） 
 
７）薪、チップ、ペレットなど、エネルギ

ーとしての間伐材の利用促進方法につい

て調査検討します。    （農林課） 
 

 
 
①間伐材等の薪ｽﾄｰﾌﾞ使用者への情報提供。 

計画記載事項 ２２年度実績 

②小諸菜種振興組合による菜種栽培・搾油

油の販売活動を通じて、搾油粕の肥料とし

ての農地還元や廃油の燃料活用に向けた啓

発を行った。      （以上農林課）   
③森林バイオマス発電研究会の開催 

（企画課） 
④雑誌・雑がみの分別の徹底を広報等で実

施するとともに、廃食用油の回収量の増加

など資源化の推進に努めた。（生活環境課） 
 
①浅麓汚泥再生処理センターで生ごみの堆

肥化の推進を図り、ごみ資源収集カレンダ

ー等によりレジ袋等による二重袋による排

出抑制を図った。 
 
①浅麓汚泥再生処理センターへ搬入し堆肥

化 
 
①飲食店組合の講演会等で協力依頼した。 
 
 
①小諸市新規就農支援事業「有機農法等促

進助成事業」による啓発活動と、有機栽培

による新規就農希望者就農相談を佐久農業

改良普及センターの協力を得て行った。 
 
①浅麓汚泥再生処理センターにて堆肥無償

配布した。 
 
①間伐材等の薪ｽﾄｰﾌﾞ使用者への提供を検

討 
②ペレットストーブ設置補助  
個人住宅１台 
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８） 下水汚泥の資源としての有効利用を推進

します。              （下水道課） 

 

 

 

 

③省資源・省エネルギーを推進する 

 

１）公共施設において省資源・省エネルギ

ーに取り組むとともに、市民・事業者に

対してもＰＲを行います。 
（関係各課） 

 
 
 
④雨水を大切にする 

 
１）公共施設において雨水利用を進めます。

（関係各課） 
 
 
２）市民や事業者に対して雨水利用につい

てＰＲします。  
（関係各課） 

 
 
３）公共事業において、できるだけ透水性

舗装を採用します。   （関係各課） 
 
４）農業基盤整備や後継者育成などを行い

ながら、水田の保全を進めます。 
   （農林課・農業委員会） 

 
 
 
 

①浅麓汚泥再生処理センターで資源化 
処理量 1,888.78t 

 ・バイオガス発電 183,642kWh 
 ・エココンポ    22,256kg 
 ・硫安         11,962kg 
 
 
 計画記載事項 ２２年度実績 

①エコスクール活動（学校版 ISO）の実施

（子ども教育課） 
②交流センター基本設計において省エネル

ギー施設となるよう検討 
           （都市計画課） 
③エコオフィスの取り組み。（企画課） 
 
 
 
①グリーンカーテン散水用タンクを設置し、

市役所本庁舎地下ピットに溜まる湧水を利

用      （総務課、生活環境課） 
 
①グリーンカーテン栽培の説明板を設置し

ＰＲを行った。 
②環境フォーラムにおいて、雨水利用者に

取り組み事例の紹介をしていただいた。 
           （生活環境課） 
①当年度は該当なかったが、できるだけ実

施している。 
 
①荒廃地の対策として、荒廃地 2.62ha の解

消を図った。     （農業委員会） 
② 中山間地域の水田の多面的機能維持及

び保全のため、平成 22 年度より第３期対策

（H22～27、5 年間）に取り組み、基準適合

集落協定 面積３０９ha、３１集落協定に

補助金を交付した。        （農林課） 

計画記載事項 ２２年度実績 
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環境の目標：環境のための取り組みを広げよう 
① 環境マネジメント 

の仕組みを導入する 

 

１）ＩＳＯ１４００１（２００４年版）に

基づき、積極的に環境政策に取り組みま

す。           （企画課） 
 
 
２）事業者に対し、環境マネジメントシス

テムの導入支援を行うとともに、市内の

導入事業者のネットワーク化を推進しま

す。     （商工観光課、企画課） 
 

 
３）市民に対し、環境家計簿など、環境に

やさしい暮らしのチェックについてＰＲ

します。       （生活環境課） 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
①ＩＳＯ１４００１（２００４）は廃止し、

行政評価等のマネジメントツールに統合し

て実施    
 
 
①問い合わせに対する情報提供 

（商工観光課） 
 
 
 
 
①環境家計簿を小諸市ごみ資源収集カレン

ダーへ挟み込み全戸へ配布した。また、1

年間の取り組みの結果を３２件報告してい

ただいた。 

取り組みの方向：４－１環境のため率先して取り組もう 

計画記載事項 ２２年度実績 
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②環境に関わる取り組む 

組織をつくる 

 

 １）市の環境保全に関する庁内の連携を強
化します。        （企画課） 

 
２）市民の環境に関わる取り組みの推進組

織として、環境懇談会を継続します。 
（生活環境課） 

 
３）市民、市民団体、ＮＰＯ、行政区など

における環境保全のための積極的な活動

を支援します。 
（生活環境課・市民課） 

 
 
 
 
 
４）環境保全のための先進的な取り組みに

対し融資・助成を行うとともに、その活

動についてＰＲを行います。 
（生活環境課） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 計画記載事項 ２２年度実績 

①小諸ロハス推進会議、環境保護自然エネ

ルギー部会（庁内会議）の設置済 
 
①環境懇談会員に野口健環境大使賞、朝顔

バンク、環境家計簿への協力を依頼 
 
 
①消費者の会による環境美化活動の支援

（１回） 
②ボランティアセンター交流活動（勤ボラ

企画「小諸駅おそうじ隊」）の実施 
（以上市民課） 

③区内清掃に対する支援 
④資源回収団体への支援  

（以上生活環境） 
 
①個人の取り組みを環境フォーラムでＰＲ 
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①

 

１

 
 
 
 
２

 
３

 

 
４

 
 
 
 
 
 
 
②

 
１

 

 環境教育・学習を進めよう 

）学校や地域における環境教育やイベン

トの開催を通して、意識啓発を図ります。

（子ども教育課・生涯学習課・生活環境

課） 

）自然観察会、施設見学などを実施しま

す。         （生活環境課） 

）市内小・中学校で、環境保全に対し前

向きに取り組む態度を育むことを目的と

した学校版ＩＳＯに取り組みます。 
          （子ども教育課） 

）広報誌や市のホームページなどを通じ

て、環境に関する情報収集・提供やＰＲ

を行います。 
（生活環境課） 

 市民・事業者・市で話し合う 

）環境の保全に関するさまざまなテーマ

について、市民・事業者・市による話し

合いの場をつくり、協力して検討します。            
（生活環境課） 

 
取り組みの方向：４－２市民・事業者・市が意識を高め、協力して取り組もう 

 
①梅花報告会で環境保全活動の発表 

計画記載事項 ２２年度実績 

②水明小学校において校庭芝生の維持管理  
③環境ポスターコンクールの実施 
        （以上子ども教育課） 
④埋立処理場の施設見学を受け入れた。 
⑤こどもエコクラブの活動支援（４団体） 

（生活環境課） 
 
①自然観察会の開催 
②ごみ処理施設の見学 
 
①エコスクール活動（学校版 ISO）の実施 
 
 
 
 
①「不法投棄監視ウィークと環境月間」に

ついて 
②新ごみ焼却施設建設について 
③ごみの減量化・資源化について 
④ごみの処理費用（Ｈ２１年度分）につい

て等の情報収集・提供を実施した。 
⑤広報で毎月「地球にやさしい生活」を掲

載。身近なエコの取組を紹介し、啓発した。 
 
 
 
 
 
①環境関連の出前講座の開催（２回） 
    （子ども教育課、生活環境課） 

計画記載事項 ２２年度実績 
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①

 

１

防

も

 

 
 
 
 
２

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②

 
１

域

を

 
 
 
 
 

環境の目標：環境の状況をチェックし改善していこう
 定期的に環境調査を行う 

）小諸市環境条例に基づき、公害の未然

止を図るため、各種調査を実施するとと

に、監視を行います。 
           （生活環境課） 

）野生動植物の生態などに関する調査を

実施し、保護するべき動植物を守り育て

る運動を積極的に展開します。 
（関係各課） 

市民による環境調査を行う 

）市民参加による環境調査を実施し、地

の環境保全について意見交換を行う機会

つくります。      （関係各課） 

 
 
①河川定期水質検査  （12 箇所×6回） 

②河川水汚染物質検査 （14 箇所×1回） 

③河川水有害物・底質 （14 箇所×1回） 

④地下水一斉検査   （40 箇所×1回） 

⑤地下水発ガン物質検査（18 箇所×1回） 

⑥大気汚染調査    （40 箇所×１回） 

 

 

①高山蝶・高山植物パトロール  

            (生涯学習課) 

②浅間・高峰観光協議会と連携した外来種

除去活動の実施（総務・建設・商観）や、

浅間山麓における民間活動支援方策検討委

員会として浅間連峰における生物多様性の

調査等各種取組みを実施。 

（総務課、建設課、商工観光課） 

③市内全校においてグリーンカーテンの実

施         （子ども教育課） 

④松くい虫防除対策事業において猛禽類調

査を行い繁殖に支障が出ないよう配慮した。 

             （農林課） 
 
 
 
 
 
①水生生物調査団体への支援（２団体） 

      （生活環境課） 
②「ミズオオバコ保全会議」で、周辺の環

境整備（草刈り等）及び観察会（御影）を

開催           （建設課） 

取り組みの方向：５－１環境調査を行う 

計画記載事項 ２２年度実績 

計画記載事項 ２２年度実績 
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①

 

１

 
 
 
 
 
 
 
 
 
②

 
１

 
 
 
 
２

 
 
 
３

 
 
 
 
 

 小諸市環境白書を作成し公表する 

）小諸市環境白書を毎年作成し、市の環

境の現状や取り組みについて公表します。

作成に際しては、市民参加も進めていき

ます。        （生活環境課） 

環境に関するデータを収集する 

）市内の環境調査により、市の環境の現

状に関するデータを継続して収集します。  
（生活環境課） 

）市内の取り組みに関する情報を収集し

ます。        （生活環境課） 

）環境保全に関する先進事例を収集しま

す。         （生活環境課） 

 
取り組みの方向：５－２環境に関する情報を共有しよう

 計画記載事項 ２２年度実績 

①平成２１年版小諸市環境白書の作成  

（平成 22 年 12 月発行） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 計画記載事項 

①河川定期水質検査  （12 箇所×6回） 

②河川水汚染物質検査 （14 箇所×1回） 

③河川水有害物・底質 （14 箇所×1回） 

④地下水一斉検査   （40 箇所×1回） 

⑤地下水発ガン物質検査（18 箇所×1回） 

⑥大気汚染調査    （40 箇所×1回） 

 
①リサイクル施設等の視察 
②マイバッグ運動の推進 
③生活展でのリサイクル用品バザーなど情

報収集 
 
①国、県主催の講習会等に参加 

２２年度実績 

52 



 

１

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②

 
１

 
 
２

 
 
 
 

① 環境のための取り組みを見直す 

）環境審議会、庁内会議、環境懇談会等

により、環境の現状や取り組みについて

定期的に見直し、改善策について検討し

ます。        （生活環境課） 

継続的に取り組みをＰＲする 

）広報や市のホームページなどにより、

市民・事業者・市の環境への取り組みを、

市内外に対して継続的にＰＲします。 
（関係各課） 

）環境フォーラムの開催などを通して、

地球環境問題を身近なことと認識し、環

境への負荷の少ない持続的な発展が可能

な社会経済システムやライフスタイルへ

の移行を市民・市・事業者等が一体とな

って進めます。 
（企画課、農林課、生活環境課） 

 
 

取り組みの方向：５－３取り組みを継続的に改善しよう

計画記載事項 ２２年度実績 

①環境審議会の開催（４回） 
②環境懇談会開催（１回） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①広報紙やコミュニテイテレビ、市のホー

ムページで「こもろはす」について PR     

（企画課） 
②広報こもろへ環境大使賞に関する記事を

掲載         （生活環境課） 
 
①こもろはすウィークの設定・調整 
②こもろはす会議の事務局を担当するとと

もに、こもろはす会議の活動に負担金を交

付して支援        （企画課） 
③環境フォーラムに合わせて環境大使賞入

賞者の取り組み事例発表を行った。 
（生活環境課） 

 
 
 

計画記載事項 ２２年度実績 
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１小諸市のごみ処理状況（平成 23 年 4 月現在の状況） 

（１）ごみ処理のながれ 

区 分 燃やすごみ  埋 立 ご み 

資 源 物 
（缶・びん・ペットボトル・

古紙類・古布類・プラスチ

ック製容器包装）  

生 ご み 

収集区域  市全域  市全域  市全域  市全域  
排出場所 ※１  区集積所  区集積所  区集積所  区集積所  
収集回数 ※２  市全域  

１回／週  
 

市全域  
１回／４週  

 

①缶・びん  
市全域１回／２週  
②ペットボトル・  
古紙類・古着類  

 市全域１回／月  
（ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ 5～10 月は 2 回
／月）  
③プラスチック製容器

包装  
 市全域１回／週  

市全域  
２回／週  

排出容器 ※３  指 定 袋 指 定 袋 ①缶･びん  
  コンテナ  
②ペットボトル  
  専用ネット  
③古紙類・古着類  
  紙紐等で束ねる  
④プラスチック製容器

包装  
指定袋  

指 定 袋 

収集体制 ※４  直営・委託  委託  直営・委託  委託  
運搬方法 ※５  塵芥収集車  塵芥収集車  ①缶・ペットボトル・古

紙類・古着類・プラス

チック製容器包装  
  塵芥収集車  
②びん  
  リサイクル収集車  

塵芥収集車  

処理施設 ※６  イー・ステ
ージ（株） 

野 火 附 廃 棄

物 埋 立 処 理

場  

①  缶・古紙類  
・古着類  

  資源回収業者  
②びん・ペットボトル・

プラスチック製容器

包装  
  資源再生業者  

浅麓汚泥再生処

理センター  
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※１ 排出場所 

  ①ごみ資源物の集積所は区（各区衛生自治会）で管理しています。  
  ②事業系一般廃棄物は、「燃やすごみ・埋立ごみ・生ごみ・プラスチック製容器包装」の年間排

出袋数が４８０袋以下であれば、許可証（５０円／枚のシール）を貼って、集積所に出すこ

とができます。また、資源物（缶・びん・ペットボトル・古紙類）は、排出量により収集処

理手数料が必要となります。  
※２ 収集回数 

  ①「ごみ資源収集カレンダー」で地区別（４地区）の収集計画によって収集します。  
  ②平成１８年より、５月から１０月までは「ペットボトル」の収集回数を月に１回から２回へ

増やしました。  
③平成１９年４月から「雑誌・雑がみ」の収集日を新設しました。（埋立ごみの収集回数は２週

に１度から４週に１度に変更）  
④平成２２年４月から「紙パック」の収集日が「燃やすごみの日」から「古紙類」の収集日に

変更しました。  
※３ 排出容器 

  ①平成８年４月から燃やすごみ・埋立ごみは、分別排出の徹底や集積所の環境美化等の観点か
らポリエチレン製の指定袋で排出を実施しています。  

  ②平成９年４月から缶・びんはコンテナに排出しています。  
   缶は、アルミ缶・スチール缶の混合で青色のコンテナに排出しています。  
   びんは、無色透明のびんは白色のコンテナ、茶色のびんは茶色のコンテナ、その他の  

色のびんは黄色のコンテナへ排出しています。  
  ③平成１２年４月からペットボトル・古紙類の収集を始めました。  
    ペットボトルは、専用ネットに排出しています。  
   古紙類（新聞紙・雑誌・段ボール）は、種類ごとに束ねて排出しています。  
   平成１８年 4 月から雑がみを紙袋へ入れて排出しています。また、古紙類を排出する際は、

再生可能な紙ひもの使用をお願いしています。  
  ④生ごみは、昭和５４年４月から紙製の指定袋により排出をしています。  
   各家庭において、水切りを十分行い、新聞紙３～４枚に包み指定袋に入れて排出しています。  
  ⑤平成１４年１０月からプラスチック製容器包装の分別収集を始めました。  
   プラスチック製容器包装は、洗浄して乾燥させて指定袋で排出しています。また、１２月か

ら事業系燃やすごみの専用指定袋を導入しました。  
  ⑥古着・古布類は、束ねて排出しています。  
  ⑦平成１８年１０月より、指定袋に処理費用の一部を上乗せする「ごみ処理有料化」を  

導入しました。対象となるごみの種類は、「燃やすごみ」、「埋立ごみ」及び「生ごみ」です。

旧指定袋を使用する場合は、証紙シールの貼付が必要となりました。  
  ⑨指定袋には、分別排出を徹底するため、フルネームで記名をして排出しています。  
  ⑩分別が悪い場合は、警告シールを貼り収集しません。  
※４ 収集体制 

  ①直営と委託で収集を行っています。  
   燃やすごみの一部・びん・プラスチック製容器包装の一部は、市職員４名で収集をしていま

す。生ごみ・燃やすごみの一部・埋め立てごみ・古紙類・古着類・缶・ペットボトル・プラ

スチック製容器包装の一部は、浅麓工業企業組合に委託し収集しています。  
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※５ 運搬方法 

  ①燃やすごみ・埋立ごみ・生ごみ・ペットボトル・古紙類・古着類・缶・プラスチック製容器
包装は、塵芥収集車で収集運搬しています。  

  ②びんは色別に収集できるびん専用リサイクル収集車（３トン車･４トン車）２台で収集運搬し
ています。  

※６ 処理施設 

  ①生ごみは、汚泥再生処理センター（一部事務組合）で堆肥化をしています。  
②缶・古紙類は資源回収業者に売却し処理しています。  

  ③びんは、容器包装リサイクル協会指定の資源再生業者に一部引渡し処理しています。  
  ④ペットボトルは、排出日により容器包装リサイクル協会指定の資源再生業者及び資源回収業

者に売却し処理しています。  
  ⑤プラスチック製容器包装は容器包装リサイクル協会指定の資源再生業者に引渡し処理してい

ます。  
  ⑥燃やすごみは、廃棄物処理業者に委託し処理しています。  
  ⑦埋め立てごみは、直営の埋立処理場で処理しています。  
  ⑧古着・古布類は、資源再生業者に引き渡し処理しています。  
 
（２）処理施設の概要 

① 直 営 

区   分  埋 立 ご み  
施設名（所在地）  野火附廃棄物埋立処理場（小諸市大字御影新田４７８－３）  
事業費（供用開始） 約４億円（平成１６年度）  

規 模 等  
埋立面積：5,400 ㎡  埋立容量：29,000ｍ３

処理方法：管理型・セル工法による準好気性埋立方式  
中間処理：破砕機による破砕処理  

職 員 数  市職員２人・委託５人  
② 共同処理 

区   分  生 ご み  
施設名（所在地）  浅麓汚泥再生処理センター（小諸市甲１８４５）  
供  用  開  始  平成１８年度  

規 模 等  
処理方式：高負荷脱窒素処理＋資源化処理（バイオガス発電、肥料）

処理能力：１９ｔ／日（生ごみ）  

運  営  主  体  浅麓環境施設組合（一部事務組合）  
③ 委 託  

区   分  燃  や  す  ご  み  

施設名（所在地）  イー・ステージ（株）(小諸市大字平原３０９－１) 

規 模 等 
処理方式：流動床式   処理能力：20ｔ/日 
処理方式：ストーカ式   処理能力：90ｔ/日  
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Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ 前年度対比

5,862 5,620 5,524 5,318 5,512 103.6%

721 602 560 575 543 94.4%

3,214 2,883 2,753 2,609 2,570 98.5%

9,797 9,105 8,837 8,502 8,625 101.4%

Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ 前年度対比

3,382 3,152 3,216 3,195 3,278 102.6%

171 166 135 76 78 102.6%

2,309 2,302 2,173 2,047 2,156 105.3%

5,862 5,620 5,524 5,318 5,512 103.6%

Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ 前年度対比

469 354 362 356 355 99.7%

92 91 63 109 59 54.1%

62 63 51 36 44 122.2%

42 37 41 26 31 119.2%

56 57 43 48 54 112.5%

721 602 560 575 543 94.4%

0 0 468 123 26 21.1%

721 602 1,028 698 569 81.5%

Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ 前年度対比

1,810 1,723 1,668 1,576 1,494 94.8%

1,404 1,160 1,085 1,033 1,076 104.2%

3,214 2,883 2,753 2,609 2,570 98.5%合　　　計
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事 業 系

種　　　類

市 収 集

自 己 搬 入

事 業 系

（単位：t）

（単位：t）

事 業 系

合　　　計

種　　　類

市 収 集

自 己 搬 入

区 内 清 掃

区　　　分

市 収 集

そ の 他

小　　　計

 ウ 生ごみ

（単位：t）

焼 却 灰

合　　　計

 イ 埋立ごみ

種　　　類

燃 や す ご み

埋 立 ご み

生 ご み

合　　　計

（３）処理量の推移

① 種類別

② 種類別内訳

 ア 燃やすごみ

（単位：t）



Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ 前年度対比

無　　　色 179 165 166 171 162 94.7%

茶　　　色 165 152 147 152 143 94.1%

その他の色 72 65 77 66 61 92.4%

小　計 416 382 390 389 366 94.1%

148 133 126 122 117 95.9%

2 2 1 2 2 100.0%

87 88 71 66 64 97.0%

390 420 414 397 416 104.8%

新　聞　紙 491 352 389 351 360 102.6%

雑誌・雑がみ 492 700 651 602 589 97.8%

段 ボ ー ル 162 136 147 134 127 94.8%

小  計 1,145 1,188 1,187 1,087 1,076 99.0%

203 187 194 185 185 100.0%

91 105 100 167 210 125.7%

0 0 2 7 9 128.6%

2,482 2,505 2,485 2,422 2,445 100.9%

Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ 前年度対比

1,473 1,409 1,257 1,216 1,214 99.8%

32 36 35 32 32 100.0%

16 13 10 8 7 87.5%

0 0 0 1 1 100.0%

(427) (438) (406) (402) (468) －

1,521 1,458 1,302 1,257 1,254 99.8%合　　　計

金 属 類

び ん 類

（単位：t）

区　　　分

 オ 資源回収

古 着 ・ 古 布

 エ 資源物
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区　　　分

（単位：t）

廃 食 用 油

合 　　   計

古 紙 類

（参考：申請件数）

庭 木 剪 定 枝

廃 食 用 油

古
　
紙
　
類

ペ ッ ト ボ ト ル

プラスチック製
容 器 包 装

ガ
ラ
ス
び
ん

缶

紙 パ ッ ク



２ 環境基準及び規制基準 
 
（１）大気関係 
○大気汚染に係る環境基準 

物 質 名 環 境 上 の 条 件 
二酸化硫黄 １時間値の１日平均値が 0.04ppm 以下であり、かつ、１時間値が

0.1ppm以下であること。 
一酸化炭素 １時間値の１日平均値が 10ppm以下であり、かつ、１時間値の８時

間平均値が 20ppm以下であること。 
浮遊粒子状物質 １時間値の１日平均値が 0.10mg/㎥以下であり、かつ、１時間値が

0.20mg/㎥以下であること。 
二酸化窒素 １時間値の 1日平均値が 0.04ppmから 0.06ppmのゾーン内又はそれ

以下であること。 
光化学オキシダント １時間値が 0.06ppm以下であること。 
ベンゼン １年平均値が 0.003mg／㎥以下であること。 
トリクロロエチレン １年平均値が 0.02mg／㎥以下であること。 
テトラクロロエチレン １年平均値が 0.02mg／㎥以下であること。 
ジクロロメタン １年平均値が 0.15mg／㎥以下であること。 
備考 工業専用地域、車道その他の一般公衆が通常生活していない地域または場所については適用しない。 

 
○ダイオキシン類対策特別処置法に基づく環境基準 

媒  体 基 準 値 

大   気 0.6pg-TEQ/㎥以下 

水   質 1pg-TEQ/ℓ以下 
水底の底質 150pg-TEQ/g 以下 
土   壌 1,000pg-TEQ/g 以下 

備考 １ 基準値は、2,3,7,8-四塩化ジベンゾ－パラ－ジオキシンの毒性に換算した値とする。 

   ２ 大気及び水質の基準値は、年間平均値とする。 

３ 土壌にあっては、環境基準が達成されている場合であって、土壌中のダイオキシン類の量が

250pg-TEQ／g以上の場合には、必要な調査を実施することとする。 

 
○光化学オキシダント発令基準 

注意報 オキシダント濃度の１時間値が０．１２ｐｐｍ以上のとき 

警報 オキシダント濃度の１時間値が０．２４ｐｐｍ以上のとき 

重大警報 オキシダント濃度の１時間値が０．４０ｐｐｍ以上のとき 
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（２）水質関係 
 ○水質汚濁に関する環境基準 
①人の健康の保護に関する環境基準 

備考 １ 基準値は年間平均値とする。ただし、全シアンに係る基準値については、最高値とする。 

    ２ 「検出されないこと」とは、定量限界を下回ることをいう。 

    ３ 海域においては、ふっ素及びほう素の基準値は適用しない。 

 
②地下水の水質の汚濁に係る環境基準 

項  目 基 準 値 項  目 基 準 値 

カドミウム 0.01mg／㍑以下 1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 1mg／㍑以下 

全シアン 検出されないこと 1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 0.006mg／㍑以下 

鉛 0.01mg／㍑以下 トリクロロエチレン 0.03mg／㍑以下 

六価クロム 0.05mg／㍑以下 テトラクロロエチレン 0.01mg／㍑以下 

砒（ひ）素 0.01mg／㍑以下 1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ 0.002mg／㍑以下 

総水銀 0.0005mg／㍑以下 チウラム 0.006mg／㍑以下 

アルキル水銀 検出されないこと シマジン 0.003mg／㍑以下 

ＰＣＢ 検出されないこと チオベンカルブ 0.02mg／㍑以下 

ジクロロメタン 0.02mg／㍑以下 ベンゼン 0.01mg／㍑以下 

四塩化炭素 0.002mg／㍑以下 セレン 0.01mg／㍑以下 

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 0.004mg／㍑以下 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒

素 
10mg／㍑以下 

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.02mg／㍑以下 ふっ素 0.8mg／㍑以下 

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.04mg／㍑以下 ほう素 1mg／㍑以下 

項  目 基準値 項  目 基準値 

カドミウム 0.01mg／㍑以下 1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 1mg／㍑以下 

全シアン 検出されないこと 1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 0.006mg／㍑以下 

鉛 0.01mg／㍑以下 トリクロロエチレン 0.03mg／㍑以下 

六価クロム 0.05mg／㍑以下 テトラクロロエチレン 0.01mg／㍑以下 

砒素 0.01mg／㍑以下 1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ 0.002mg／㍑以下 

総水銀 0.0005mg／㍑以下 チウラム 0.006mg／㍑以下 

アルキル水銀 検出されないこと シマジン 0.003mg／㍑以下 

ＰＣＢ 検出されないこと チオベンカルブ 0.02mg／㍑以下 

ジクロロメタン 0.02mg／㍑以下 ベンゼン 0.01mg／㍑以下 

四塩化炭素 0.002mg／㍑以下 セレン 0.01mg／㍑以下 

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 0.004mg／㍑以下 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10mg／㍑以下 

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.02mg／㍑以下 ふっ素 0.8mg／㍑以下 

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.04mg／㍑以下 ほう素 1mg／㍑以下 

備考 １ 基準値は年間平均値とする。ただし、全シアンに係る基準値については、最高値とする。 

２ 「検出されないこと」とは、定量限界を下回ることをいう。 
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○生活環境の保全に関する環境基準 

  ① 河川 

  ア ＢＯＤ等 

基   準   値 項

目 

 

累計 

利用目的の 
適応性 水素イオン

濃度（ＰＨ）
生物化学的
酸素要求量

浮遊物質量
(SS) 

溶存酸素
量 
(DO) 

大腸菌 

群数 

該
当 
 
水
域 

ＡＡ 

水道１級、自然
環境保全及びＡ
以下の欄に掲げ
るもの 

6.5以上 
8.5以下 

１mg/ℓ 
以下 

25mg/ℓ 
以下 

7.5mg/ℓ 
以上 

50MPN/ 
100mℓ 
以下 

Ａ 

水道２級、水産
１級、水浴、Ｂ
以下の欄に掲げ
るもの 

6.5以上 

8.5以下 

2mg/ℓ 

以下 

25mg/ℓ 

以下 

7.5mg/ℓ 

以上 

1,000MPN
/ 

100mℓ 

以下 

Ｂ 

水道３級、水産
２級、Ｃ以下の
欄に掲げるもの 

6.5以上 

8.5以下 

3mg/ℓ 

以下 

25mg/ℓ 

以下 

5mg/ℓ 

以上 

5,000MPN
/ 

100mℓ 

以下 

Ｃ 

水産３級、工業
用水１級、Ｄ以
下の欄に掲げる
もの 

6.5以上 

8.5以下 

5mg/ℓ 

以下 

50mg/ℓ 

以下 

5mg/ℓ 

以上 
－ 

Ｄ 
工業用水２級、
農業用水、Ｅの
欄に掲げるもの 

6.0以上 

8.5以下 

8mg/ℓ 

以下 

100mg/ℓ 

以下 

2mg/ℓ 

以上 
－ 

Ｅ 
工業用水3級 
環境保全 

6.0以上 

8.5以下 

10mg/ℓ 

以下 

ごみ等の浮
遊が認めら
れないこと

2mg/ℓ 

以上 
－ 

別
に
水
域
累
計
ご
と
に
指
定
す
る
水
域 

備考 

１ 基準値は、日間平均値とする（湖沼、海域もこれに準ずる。）。 

 ２ 利用目的の適応性に掲げる用語は、次のとおりである。 

    自然環境保全：自然探勝等の環境保全 

水 道 １  級：ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの。 

〃 ２  級：沈澱ろ過等による通常の浄水操作を行うもの。 

 〃 ３ 級：前処理等を伴う高度の浄水操作を行うもの。 

水 産 １  級：ヤマメ、イワナ等貧腐水生水域の水産生物用並びに水産２級及び水産３級の水産生物用

〃  ２ 級：サケ科魚類及びアユ等貧腐水水域の水産生物用及び水産３級の水産生物用 

〃 ３ 級：コイ、フナ等、β－中腐水生水域の水産生物用 

工業用水１級：沈澱等による通常の浄水操作を行うもの 

〃  ２級：薬品注入等による高度の浄水操作を行うもの 

〃   ３級：特殊の浄水操作を行うもの 

    環 境 保 全:国民の日常生活（沿岸の遊歩道を含む。）において不快感を生じない限度 
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  イ 全亜鉛 
基準値   項目 

類型 
水生生物の生息状況の適応性 

全亜鉛 
該当 
水域 

生物Ａ 
イワナ、サケマス等比較的低温域を好む水生生物及びこ

れらの餌生物が生息する水域 
0.03mg／ℓ以下 

生物特Ａ 
生物Ａの水域のうち、生物Ａの欄に掲げる水生生物の産

卵場（繁殖場）又は幼稚仔の生育場として特に保全が必

要な水域 
0.03mg／ℓ以下 

生物Ｂ 
コイ、フナ等比較的高温域を好む水生生物及びこれらの

餌生物が生息する水域 
0.03mg／ℓ以下 

生物特Ｂ 
生物Ｂの水域のうち、生物Ｂの欄に掲げる水生生物の産

卵場（繁殖場）又は幼稚仔の生育場として特に保全が必

要な水域 
0.03mg／ℓ以下 

別
に
水
域
累
計
ご
と
に
指
定
す
る
水
域 

備考１ 基準値は、年間平均値とする。 

 
［水質汚濁に係る規制基準］ 
 ○水質汚濁防止法に基づく一律排水基準 
 ①有害物質に関する項目                 単位：（mg/ℓ） 

物 質 名 許容限度 物 質 名 許容限度 
カドミウム及びその化合物 0.1 1,1-ジクロロエチレン 0.2 
シアン化合物   1 シス-1,2-ジクロロエチレン 0.4 
有機燐化合物   1 1,1,1-トリクロロエタン   3 
鉛及びその化合物 0.1 1,1,2-トリクロロエタン 0.06 
六角クロム化合物 0.5 1,3-ジクロロプロペン 0.02 
砒素及びその化合物 0.1 チラウム 0.06 

シマジン 0.03 水銀及びアルキル水銀その他

の水銀化合物 
0.005 

チオベンカルブ 0.2 
アルキル水銀化合物 検出されないこと ベンゼン 0.1 

ＰＣＢ 0.003 セレンおよびその化合物 0.1 
トリクロロエチレン 0.3 ほう素及びその化合物 10 
テトラクロロエチレン 0.1 ふっ素及びその化合物   8 
ジクロロメタン 0.2 
四塩化炭素 0.02 

ｱﾝﾓﾆｱ，ｱﾝﾓﾆｳﾑ化合物，亜硝酸

化合物及び硝酸化合物 
100 

1,2-ジクロロエタン 0.04   
（注） アンモニア、アンモニウム化合物、亜硝酸化合物及び硝酸化合物についての排水基準は、アンモ

ニア性窒素に 0.4を乗じたもの、亜硝酸性窒素及び硝酸性窒素の合計量による。 
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料

②生活環境に関する項目 
項  目 許容限度 項  目 許容

ｐH 5.8～8.6 鉱油類 5
BOD 160（日間平均 120）㎎/ℓ 

ノルマルヘ
キサン抽出
物質 動植物油脂類 30

COD 160（日間平均 120） 〃 銅 3
SS 200（日間平均 150） 〃 亜鉛 2

大腸菌群数 日間平均 3,000個／ｃ㎡ 溶解性鉄 10
窒素含有量 120（日間平均 60）㎎/ℓ 溶解性マンガン 10
燐含有量 16（日間平均 8） 〃 クロム 2
フェノール類 5         〃  
 
３騒音・振動関係 
 ○騒音に係る環境基準 
 ①道路に面する地域以外の地域の騒音に係る環境基準 

基  準  値 
地域の類型 

昼間（6時～22 時） 夜間（22 時～翌 6時）
類型をあてはめ

ＡＡ 50 デシベル以下 40 デシベル以下 

Ａ及びＢ 55 デシベル以下 45 デシベル以下 

Ｃ 60 デシベル以下 50 デシベル以下 

環境基本法第 16条

規定により県知事

とに指定する地域

（注）１ ＡＡ：療養施設、社会福祉施設等が集合して設置される地域など特に静穏を要する地域 
   ２ Ａ ：専ら住居の用に供される地域 
   ３ Ｂ ：主として住居の用に供される地域 
   ４ Ｃ ：相当数の住居と併せて商業、工業等の用に供される地域 
 
②道路に面する地域の騒音に係る環境基準 

基準値 
地域の区分 

昼間 

Ａ地域のうち２車線以上の車線を有する道路に面する地域 60デシベル以下 55デシ

Ｂ地域のうち２車線以上の車線を有する道路に面する地域

及びＣ地域のうち車線を有する道路に面する道路 
65デシベル以下 60デシ

備 考  車線とは１縦列の自動車が安全かつ円滑に走行するために必要な一定の幅員を有する帯状

部分をいう。 

 

③幹線交通を担う道路に近接する空間についての特例 

基     準     値 

昼  間 夜  間 

70デシベル以下 65デシベル以下 

（注）幹線交通を担う道路とは、高速自動車国道、一般国道、県道及び市町村道（4車線以上）をい
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参考資
限度 
     ㎎/ℓ 
      〃 
   〃 
   〃 

   〃 
   〃 
   〃 

る地域 

第 2項の

が類型ご

 

夜間 

ベル以下

ベル以下

の車道

う。 



④騒音に係る環境基準の類型指定 

         地域の類型 
市町村名 Ａ Ｂ 備 考       

小 諸 市 

第一種住居専用地域
第二種住居専用地域
住居地域 
付表の地域 

近隣商業地域 
商業地域 
準工業地域 
工業地域 
付表の地域 

昭和56年12月28日 
長野県告示第 918号

 

備考  この表において、第一種住居専用地域、第二種住居専用地域、住居地域、近隣商業地域、商業地

域、準工業地域及び工業地域とは、都市計画法の規定に基づく用途地域をいう。 付表の地域は省略

する。 

 

 

○騒音・振動に係る規制基準 

①特定工場等に係る規制基準 

  騒音 

時間の区分 

区域の区分 
昼間（8時～19 時） 

朝（6時～8時） 

夕（19 時～22 時）
夜間（22 時～翌 6時）

第 １ 種 区 域 50 デシベル 45 デシベル 45 デシベル 

第 ２ 種 区 域 60 50 50 

第 ３ 種 区 域 65 65 55 

第 ４ 種 区 域 70 70 65 

備考１ 規制基準は、特定工場等の敷地の境界線における大きさの許容限度をいう。 

  ２ 第 2・3・4 種区域内の所在する学校、保育所、病院及び診療所のうち患者の収容施設を有するも

の、図書館並びに特別養護老人ホームの敷地の周囲おおむね 50 メートルの区域内における規制基準は、そ

れぞれの基準値から 5デシベルを減じた値とする。 

 

振動 

時間の区分 

区域の区分 
昼間（７時～19 時） 夜間（19 時～翌 7時）

第 １ 種 区 域 65 デシベル 60 デシベル 

第 ２ 種 区 域    70    65 

備考１ 規制基準は、特定工場等の敷地の境界線における大きさの許容限度をいう。 

  ２ 第 2・3・4 種区域内の所在する学校、保育所、病院及び診療所のうち患者の収容施設を有するも

の、図書館並びに特別養護老人ホームの敷地の周囲おおむね 50 メートルの区域内における規制基準は、そ

れぞれの基準値から 5デシベルを減じた値とする。 
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○特定建設作業に係る規制基準 

①騒音 

区域区分 

規制区分 
第 1号区域 第 2号区域 

敷地境界線での値 85 デシベル 

作業ができない時間 午後 7時～翌日の午前 7時 午後 8時～翌日の午前 6時 

一日の作業時間 10 時間を超えないこと 14 時間を超えないこと 

作業期間 連続して 6日を超えないこと 

作業日 日曜日、休日の作業は禁止 

（注）1 規制を受ける作業の種類  

    ①くい打機を使用する作業 

    ②びょう打機を使用する作業 

    ③さく岩機を使用する作業 

    ④空気圧縮機を使用する作業 

    ⑤コンクリートプラント又はアスファルトプラントを設けて行う作業 

    ⑥バックホウ、トラクターショベル、ブルドーザーを使用する作業 

2 区域の区分 

  ①第 1 号区域：第 1 種区域及び第 2 種区域及、第 3 種区域及び第 4 種区域のうち学校、保育所、

病院のうち患者の収容施設を有するもの、図書館並びに特別養護老人ホームの敷地

の周囲 80 メートルの区域内 

  ②第 2号区域：第 3種区域及び第 4種区域のうち上記以外の区域 

 

 

②振動 

区域区分 

規制区分 
第 1号区域 第 2号区域 

敷地境界線での値 75 デシベル 

作業ができない時間 午後 7時～翌日の午前 7時 午後 10 時～翌日の午前 6時 

一日の作業時間 10 時間を超えないこと 14 時間を超えないこと 

作業期間 連続して 6日を超えないこと 

作業日 日曜日、休日の作業は禁止 

（注）1 規制を受ける作業の種類  

    ①くい打機を使用する作業 

    ②びょう打機を使用する作業 

    ③さく岩機を使用する作業 

    ④空気圧縮機を使用する作業 

    ⑤コンクリートプラント又はアスファルトプラントを設けて行う作業 

    ⑥バックホウ、トラクターショベル、ブルドーザーを使用する作業 

2 区域の区分 

  ①第 1 号区域：第 1 種区域及び第 2 種区域のうち学校、保育所、病院のうち患者の収容施設を有

するもの、図書館並びに特別養護老人ホームの敷地の周囲 80 メートルの区域内 

  ②第 2号区域：第 2種区域のうち上記以外の区域 

 

 

65 

 



（４）悪臭関係 

 ○悪臭に係る規制基準 

①規制地域の指定区分 

区 分 地            域 

第１地域 

１ 都市計画法に基づく第 1 種低層住居専用地域、第 2 種低層住居専用地域、

第 1種中高層住居専用地域、第 2種中高層住居専用地域、第 1種住居地域、

第 2種住居地域、準住居地域、近隣商業地域、商業地域、準工業地域及びこ

れらに相当する地域 

２ 学校、病院の周辺の地域 

第２地域 

１ 都市計画法に基づく工業地域及びこの地域に相当する地域 

２ 都市計画法に基づく工業専用地域のうち、悪臭により住民の生活環境が損

なわれていると認められる地域 

３ 第１地域並びに第２地域の１及び２を除く地域で悪臭に対する順応のみら

れる地域 

 

 

②敷地境界線の地表における規制基準 

規制基準 規制基準 

悪臭物質 第 1 

地域 

第 2 

地域 

悪臭物質 第 1 

地域 

第 2 

地域 

アンモニア 2 ppm 5 ppm イソバレルアルデヒド 0.003 0.006 

メチルメルカプタン 0.004 0.01 イソブタノール 0.9 4 

硫化水素 0.06 0.2 酢酸エチル 3 7 

硫化メチル 0.05 0.2 メチルイソブチルケトン 1 3 

トリメチルアミン 0.02 0.07 トルエン 10 30 

二硫化メチル 0.03 0.1 キシレン 1 2 

アセトアルデヒド 0.1 0.5 スチレン 0.8 2 

プロピオンアルデヒド 0.05 0.1 プロピオン酸 0.07 0.2 

ノルマルバレルアルデヒド 0.009 0.03 ノルマル酪酸 0.002 0.006 

イソブチルアルデヒド 0.02 0.07 ノルマル吉草酸 0.002 0.004 

ノルマルバレルアルデヒド 0.009 0.02 イソ吉草酸 0.004 0.01 
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③排出水に含まれる悪臭物質に係る規制基準 

排出水量(㎥/秒) 0.001 以下 0.001～0.1 0.1 以上 

悪臭物質 第 1地域 第 2地域 第 1地域 第 2地域 第 1地域 第 2地域 

メチルメルカプタン 0.06 0.2 0.01 0.03 0.003 0.007 

硫化水素 0.3 1 0.07 0.2 0.02 0.05 

硫化メチル 2 6 0.3 1 0.07 0.3 

二硫化メチル 2 6 0.4 1 0.09 0.3 

 

 

④長野県環境審議会答申における規制基準（平成 9年 1月 23 日） 

敷地境界線における規制基準  

第 1 地域 第 2地域 

臭気指数の範囲 10 ～ 15 12 ～ 18 

 

 

（５）土壌関係 

○土壌の汚染に係る環境基準 

項目 
環境上の条件 

（検液中・農地） 
項目 

環境上の条件 

（検液中） 

1,2-ジクロロエタン 0.004mg/ℓ以下 カドミウム 0.01mg/ℓ以下、参米中

濃度は 1mg/kg 未満 1,1-ジクロロエチレン 0.02mg/ℓ以下 

全シアン 検出されないこと シス-1,2-ジクロロエチレン 0.04mg/ℓ以下 

有機燐 検出されないこと 1,1,1-トリクロロエタン 1mg/ℓ以下 

鉛 0.01mg/ℓ以下 1,1,2-トリクロロエタン 0.006mg/ℓ以下 

六角クロム 0.05mg/ℓ以下 トリクロロエチレン 0.03mg/ℓ以下 

テトラクロロエチレン 0.01mg/ℓ以下 

1,3-ジクロロプロペン 0.002mg/ℓ以下 

砒素 0.01mg/ℓ以下、土壌中

濃度（田に限る）

15mg/kg 未満 チウラム 0.006mg/ℓ以下 

総水銀 0.0005mg/ℓ以下 シマジン 0.003mg/ℓ以下 

アルキル水銀 検出されないこと チオベンカルブ 0.02mg/ℓ以下 

ＰＣＢ 検出されないこと ベンゼン 0.01mg/ℓ以下 

セレン 0.01mg/ℓ以下 銅 土壌中濃度（田に限

る）125mg/kg 未満 ふっ素 0.08mg/ℓ以下 

ジクロロメタン 0.02mg/ℓ以下 ほう素 1mg/ℓ以下 

四塩化炭素 0.002mg/ℓ以下  
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３用語の解説 
用 語 解      説 

アイドリン

グ・ストップ 
自動車の駐・停車時における不必要なエンジンの使用をやめること。大気汚染防

止や騒音・悪臭防止はもちろん、地球温暖化の原因となる二酸化炭素の排出を抑

制できる。 
亜硫酸ガス

（硫黄酸化

物） 

 

刺激性の強い腐食性のある有毒なガスで、代表的なものに二酸化硫黄があり、重

油などの燃焼により発生する。このガスは呼吸器を刺激し、せき、呼吸困難、ぜ

んそく、気管支炎などを起こし、また植物にも被害をもたらす。 

オゾン 

 

腐食性が高く、生臭く特徴的な刺激臭を持つ有毒物質である。大気中にもごく低

い濃度で存在している。 

温室効果ガ

ス 

 

太陽から受ける日射エネルギーは、地表面に吸収されて地表を温め、暖められた

地表からは大気中に熱エネルギー（赤外線）が放出される。大気中には、この赤

外線を貯える「温室効果ガス」があり、これにより大気の温度が上昇する。「地球

温暖化対策の推進に関する法律」では、温室効果ガスとして、二酸化炭素、メタ

ン、一酸化二窒素など 6種類を規定している。 

合併処理浄

化槽 

し尿と生活雑排水（台所、風呂、洗濯などに使用した水）を併せて処理する浄化

槽のこと。 

環境基準 

 

大気の汚染、水質の汚濁、騒音等の環境上の条件について、人の健康を保護し、

生活環境を保全する上で維持することが望ましい基準を、行政上の目標値として

定めたもの。 

揮発性有機

化合物 

 

化学構造に塩素を含む有機化合物のうち、揮発性のある物質の総称。トリクロロ

エチレン、テトラクロロエチレン等が代表的なものである。金属部品等の脱脂洗

浄剤、ドライクリーニング溶剤等として広く利用されている。灘分解性のうえ毒

性があり、粘度・表面張力が水より小さく、水よりも重いため、地下に浸透し地

下水汚染につながる。 

グリーンカ

ーテン 

 

グリーンカーテンとは、窓全体に張り巡らせたネットに、ツル植物を絡ませて窓

を覆うもので、窓からの日差しを遮り、室内温度の上昇を抑制するとともに、植

物の蒸散作用によって周囲を冷やすことが期待できるといった、省エネに有効な

ツールのひとつである。 

グリーン電

力 

 

自然エネルギーから生まれた電力に対しては、環境負荷を与えない 風力、太陽光、

バイオマス、マイクロ水力、地熱などで発電された電気や、これを選んで購入す

るしくみを、 「グリーン電力 」という。 

光化学オキ

シダント 

工場や自動車などから排出される大気中の窒素酸化物や炭化水素類が、太陽の紫

外線により光化学反応を起こし生成される酸化性物質の総称。人や植物に有害で

ある。 

酸性雨 

 

工場、自動車などから排出される硫黄酸化物や窒素酸化物などが雨水に取り込ま

れて生じる概ね pH5.6 以下の雨をいう。酸性度の強い雨が観測されているヨーロ

ッパ、北アメリカなどでは、湖沼、森林の生態系が影響を受けるなど、大きな社

会問題になっている。 

硝酸性窒素 

 

窒素化合物のうち、硝酸性塩として含まれている窒素のこと。窒素肥料や家畜の

ふん尿、工場排水などに含まれる窒素が環境中で微生物に分解されて生成する硝

酸性窒素（ＮＯ３-Ｎ）と、中間生成物の亜硝酸性窒素(ＮＯ２-Ｎ)がある。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%85%90%E9%A3%9F
http://eco.goo.ne.jp/word/recycle/S00352.html
http://eco.goo.ne.jp/word/issue/S00244.html
http://eco.goo.ne.jp/word/nature/S00143.html
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用 語 解      説 
生物的科学

酸素量（BOD） 

 

有機物による河川水などの汚濁の程度を示すもので、水中に含まれている有機物

質が一定時間、一定温度のもとで微生物によって酸化分解されるときに消費され

る酸素の量をいい、数値が高いほど有機物の量が多く、汚れが大きいことを示し

ている。 

ダイオキシ

ン類 

 

物の燃焼等の過程で非意図的に生成され炭素、水素、酸素、塩素で構成される化

合物。環境中では分解しにくく、生物に対する毒性も強いものがある。 

地球温暖化 

 

太陽からの日射エネルギーによって地表が暖められ、暖められた地表からは熱エ

ネルギー（赤外線）が放出されるが、人間の活動によって、大気中における赤外

線を貯える温室効果ガスの濃度が上がることにより、地表の温度が上昇すること

をいう。 

窒素酸化物 

 

窒素と酸素の化合物の総称で、化石燃料やその他の物質の燃焼に伴って発生する。

大気中には多くの種類が存在するが、主に一酸化窒素（NO）と二酸化窒素（NO２）

が大気汚染に関係する。窒素酸化物は人の呼吸器に影響を与えるだけでなく、酸

性雨や光化学スモッグの原因物質の一つである。 

底質 環境基本法における公害の定義では、水質汚濁の範囲として水質以外に水底の底

質悪化も含まれる。底質とは堆積により水底に存在する堆積物、あるいは、水底

泥土そのものの性質、形状、含有物等を総称している。 

特定施設 

 

水質汚濁、騒音等の公害を防止するため、各種の規制法のなかで、「特定施設」と

いう概念を設けて監督規制を行っている。 

二酸化窒素 燃焼時の高温条件下で空気中の窒素と酸素が化合すること、あるいは窒素をふく

む有機物が燃焼する時に発生します。赤褐色の刺激性の気体で高濃度では、眼や

鼻等を刺激し、健康に影響を及ぼす。 

農業集落排

水事業  

農業集落におけるし尿、生活雑排水などを処理し、農村の生活環境を快適にする

とともに、公共水域の水質保全や農作物生産条件の改善を図るための事業。 

ばい煙 

 

大気汚染防止法では、燃料その他の物の燃焼、または熱源としての電気の使用に

伴って発生する硫黄酸化物及びばいじんや、物の燃焼、合成、分解その他の処理

に伴って発生する物質のうち、人の健康または生活環境に係る被害を生ずるおそ

れのある物質を政令で定めるもの（有害物質）をいう。 

 

ＰＲＴＲ Pollutant Release and Transfer Register (環境汚染物質排出・移動登録)の略。

事業者が対象となる有害化学物質の種類ごとに工場・事業場から環境中への排出

量や廃棄物に含まれて場外へ移動する量を自ら把握し、その結果を報告すること

を義務付け、行政機関はこれらの報告結果を集計して公表する制度。 

浮遊粒子状

物質 

大気中に浮遊している粒子状のうち、特に人の健康に影響を与える可能性の大き

い粒径 10 ミクロン（0.01ｍｍ）以下のものをいい、環境基準が設けられている。

有機塩素系

溶剤 

 

分子構造の中に塩素を含む有機物質で、溶剤として用いられるものをいう。環

境中に排出されると有害性が高いうえに分解されにくいため、1989 年には「化学

物質の審査及び製造等の規制に関する法律」の特定化学物質に指定され、水質汚

濁防止法で有害物質として規制され、排水基準が定められたほか、これを含む汚

水や廃液を地下に浸透させることも禁止された。また 1993 年には環境基準（健康

項目）も設定された。 



小　諸　市　環　境　審　議　会　委　員　名　簿

任期：平成２３年１０月１日～２５年９月３０日まで

（敬称略、五十音順）

氏　　　　　名 所　　　　　　属 備　　　　　考

上　原　　和　幸 　　佐久漁業協同組合

大　池　　　　猛 　　小諸市農業委員会

柏　木　　充　子 　　佐久浅間農業協同組合

木　内　　忠　義 　　小諸市公害防止監視員 　　　　会　長

塩　川　　明　人 　　小諸市区長会

清　水　　恵美子 　　小諸市女性ネット

高　橋　　寿　夫 　　小諸商工会議所

土　屋　　咲　枝 　　小諸市女性ネット

鶴　田　　紀代利 　　小諸市衛生自治会

花　岡　　洋　子 　　佐久森林組合

原　野　　明　敏 　　小諸市建設業協会
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小諸市公害防止監視員名簿 
 

任期：平成２３年８月１日～平成２５年７月３１日まで 
（五十音順・敬称略） 

氏     名 推 薦 団 体 
上 原  和 幸 佐久漁業協同組合 
掛 川  量 生 中部区長会 
掛 川  澄 子 女性団体連絡協議会 
木 内  忠 義 市長推薦 
木 村  章 一 東部区長会 
倉 内  さ よ 女性団体連絡協議会 
坂 本   一 西部区長会 
桜 井  正 二 西小諸区長会 
白 石  芳 文 川辺区長会 
鈴 木  良 子 女性団体連絡協議会 
土 屋  勇 市 大里区長会 
冨 岡  勝 重 農業委員会 
中 村  福 人 三岡区長会 
 林    功 南大井区長会 
水 上  剛 司 北大井区長会 
中 島  利 文 東南部区長会 

 
 

環境懇談会名簿 

氏     名 氏   

井 出  宣 子 塩 川 

鵜 飼  良 郎 篠 岡 

太 田  史 夫 鈴 木 

大 森  恵 美 子 武 智 

柏 木  克 計 千 野 

柏 木  真 理 子 山 内 

川 村  禮 二 ＮＰＯ法人こ

小 山  太 郎  
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（五十音順・敬称略）
  名 

 千 広 
 恒 悦 
 秀 行 

 弘 子 

 久 雄 
 俊 江 
もろ情報広場 
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